
お もな内容

・ 久恵浄水場が改築完成 (P.2～ 3)

・ 筑後広域公園を都市計画決定(P.4～5)

・ 6月定例市議会 (P.6)

・ 情報公開制度の利用を (P.7)

・ 特別弔慰金の請求を忘れずに (P。 13)「 ,

t C聞8KUG③

み
ん

な

で
参

加

響

く

歓

声

市

内

児

童

体

育

会

五
月

二
十

日
、
羽
犬
塚
小
学
校

で
市

内
児
童
体
育
会
が
あ
り
、
市
内

の
十

一

の
小
学
校
か
ら
、

五
、
六
年
生
約
千

二

百
人
が
参
加

し
ま

し
た
。

種

目
は
、
一
■

一バ

ス
ケ

ッ
ト
ポ
ー

ル
、

ポ

ー
ト
ポ
ー

ル
、
百
肝
走

、

四
百
伊

リ

レ
ー

の
四

つ
で
、
児
童
た

ち
は
、
全
員

参
加
を
合
言
葉
に
、
自
分
が
希
望
す

る

競
技
を
選
ん

で
練

習
を
続

け
、
こ

の
日

に
臨
み
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
、
自
分
が
出
場
す
る
競

技
は
も
ち
ろ
ん
、
ク

ラ

ス
メ
ー
ト
た
ち

の
応
援
に
も
声
を
か
ら

し

て
参
加

し
、

会
場
に
は

一
日
中

、
に
ぎ
や

か
な
歓
声

が
響
き
渡

っ
て
い
ま

し
た
。

筑後市マスコツトキヤラクター

｀
チ ク 号
″

NO.496
平成7年
(1995年 )

月号
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△浄水場の全景
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平
成
十
三
年
の
全
市
給
水
を
め
ざ
し
て

施

設

の

能

力

を

充

実 大
字
久
恵
の
久
恵
浄
水
場
が
パ

ワ
ー
ア
ツ
プ
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、

四
月
か

ら
稼
働
し
て
い
ま
す
。

衛
生
的
で
き
れ
い
な
水
を
市
民
の
み
な
さ
ん
に
提
供
し
よ
う
と
、
筑
後
市
で

は
、
平
成
十
三
年
の
全
市
給
水
を
め
ざ
し
て
お
り
、
施
設
の
能
カ
ア
ッ
プ
が
必

要
で
す
。

久
恵
浄
水
場
の
完
成
は
、
全
市
給
水
に
向
け
て
の
、
確
実
な

一
歩
で
す
。

水

質

は

万

全

筑
後
市

の
上
水
道
事
業
は
、
福
岡
県

南
広
域
水
道
企
業
団
か
ら
買
う
水
と
、

地
下
か
ら
く
み
上
げ
る
水

（自
己
水
源
）

の
、
二
つ
の
水
源
で
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。企

業
団
の
水
は
、
筑
後
川
上
流

の
ダ

ム
や
筑
後
大
ぜ
き
等
か
ら
取
水
さ
れ
、

北
牟
田
の
配
水
場
か
ら
市
内

の
家
庭
に

送
ら
れ
ま
す
。

一
方
、
自
己
水
源
は
、
西
牟
田
と
久

恵
に
水
源
が
あ
り
、
地
下
水
を
く
み
あ

げ

て
市
内
の
家
庭
に
送
り
ま
す
。

い
ず
れ
の
水
も
、
不
純
物
を
取
り
除

い
て
塩
素
消
毒
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

定
期
的
に
水
質
検
査
を
し
て
い
ま
す

の

で
、
水
質
は
万
全
で
す
。

一
日
あ
た
り
給
水
量

二
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ

ント
の
増
加

久
恵
本
源
地

で
は
従
来
、
久
恵

に
二

本
、
溝

口
に

一
本

の
井

戸
を
掘

り
、
地

下
水
を
集

め

て

い
ま
し
た
。

今
回
、
久
恵

に
も
う

一
本
、

そ
し

て

津
島

に

一
本

の
井

戸
を
掘

っ
て
、
合
計

五
本

の
井
戸
か
ら
く

み
上

げ
た
地
下
水

を
、
久
恵
浄
水
場

に
集

め
る
よ
う

に
し

ま
し
た
。

そ
し

て
こ
こ
か
ら
、
市
内

の

家
庭

に
、
衛
生
的

で
き
れ

い
な
水
を

送

り
ま
す
。

新

し
く

二
本

の
井
戸
を
掘

っ
た

こ
と

に
よ

っ
て
、　
一
日
あ
た
り

の
最
大
給
水

量

は

二
、

〇
〇
〇

ト
ン
増
え
ま
し
た
。

(2)
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△水道事業施設図

危
険
回
避
が

で
き
る

最

近

の

設

備

久
恵
浄
水
場
の
拡
張
工
事
は
、
平
成

二
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

新
し
く
な

っ
た
久
恵
浄
水
場
は
、
酸

化
槽
や
急
速
ろ
過
機
、
ポ

ン
プ
設
備
等

か
ら
な
る
浄
水
施
設
、

二
、
三
二
〇
ト
シ

を
貯
水
で
き
る
配
水
池
等

の
設
備
を
備

え
て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
自
動
制
御
装
置
付
き
で
、

一
台

の
機
械
が
故
障
し
た
時
に
は
も
う

一
台
が
カ
バ
ー
す
る
と

い
う
ふ
う
に
、

危
険
回
避
の
シ
ス
テ
ム
が
で
き
て
い
ま

す
。
総
工
費
は
約

一
〇
億
円
で
し
た
。

◆ 最新の設備を誇る
↓ 浄水場の内部

全
市
給
水
に
向
け
て

市

で
は
、
平
成

六
年
度

か
ら
十

二
年

度

に
か
け

て
、
南

西
部

の
未
給
水

地
区

へ
の
上
水
道
拡
張

工
事
を
行

い
、
平
成

十
三
年

か
ら
全
市

で
給
水
を
行
う

予
定

で
す
。

全
市

で
給
水
を
行
う

た
め

に
、
市

で

は
、
今
回

の
自
己
水
源
増

の
ほ
か
、
企

業
団

配
分
を

四
、　
一
〇
〇

ト
ン
増

や
し

て

一
日
あ
た

り

の
最
大
給

水
量
を

一
万

四
、

〇
〇
〇

ト
ン
と
す

る
よ
う
計
画
し

て

い
ま

す
。水

を

大

切

に

昨
年
夏

以
来

の
渇
水

で
は
、
市
民

の

み
な
さ
ん

の
協
力

で
、
断
水
を

せ
ず

に

乗

り
切
る

こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

今
年
は
、

現
在

の
と

こ
ろ

で
は
、
水

源

の
ダ

ム

の
貯
水
量

は
昨
年
よ
り
も
増

え

て

い
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
予
断
を
許

さ
な

い
状
況

で
す
。

水

は
、

み
ん
な

で
大

切
に
使

い
ま

し

ょ

、つ
。

P

△筑後市の水源計画 (単位 :トン/1日 )

凡    例

久恵浄水場

◎

Ｊ
Ｒ
九
川

Ｎ氏レイ十
　　
鞠如

久留米市

日配水場

キ

てし
入女君F

広川‖〕
‐

/
〆

η

(
・

ヽ

、

三瀦郡

大木町

)
八女市

八女IC

_た、/h

Ⅲ

＼

山門郡

三橋町

/
/
/
ノ＼

山F司君|

瀬高町

〕

従  来 今 回 将  来 計

企業団配分 4,400 4,100 8,500

自己水源
西牟田 1,100

久  恵  2,400 2,000

1,100

4,400

計 7,900 2,000 4,100 14,000

(3)
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自然浴ゾーン ,,′

面
積
は

一
九
五
診
、
県
内
最
大
の
県
営
公
園
に

/

(観光地

//と
_ィテ́
/ヽ

／
/

＼、

ri｀＼、
/ρ

筑
後
市
と
瀬
高
町
に
ま
た
が
る
、
県

内
最
大

の
県
営
公
園
渓
現
後
広
域
公
園
」

が
、
六
月
二
十

一
日
、
都
市
計
画
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

平
成
四
年
四
月
の
位
置
決
定
以
来
、

計
画
が
進
め
ら
れ
て
き
た
筑
後
広
域
公

園
は
、

い
よ

い
よ
そ
の
実
現
に
向
け
て

大
き
く
動
き
始
め
ま
し
た
。

自
然
を
活
か
し
て

筑
後
広
域
公
園
は
、
筑
後
広
域
生
活

圏
の
ほ
ぼ
中
心
に
位
置
し
、
船
小
屋
周

辺
は
ク
ス
や
ほ
た
る
が
天
然
記
念
物

の

指
定
を
受
け
る
な
ど
自
然
が
豊
か
で
、

周
辺
の
平
野
部
は
田
園
風
景
を
残
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
船
小
屋
温
泉
は
、
重

要
な
観
光
資
源
で
す
。

７
月
１６
日
～
８
月
１５
日
は
、筑
後
市
平
和
月
聞

戦
後
５。
年
を
迎
え
る
今
年
、
市
で
は

７
月
１６
日
～
８
月
１５
日
を
平
和
月
間
と

定
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
平
和
事
業
を
行

い

ま
す
。

こ
の
夏
あ
な
た
も
、
平
和
事
業
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

平

和

を

考

え

る

市

民

の

つ
ど

い

〔と
き
〕
７月
１９日い
午
後
７時

〔
と
こ
ろ
〕
サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後
小
ホ
ー

（と
こ
ろ
〕

サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後

（内
容
〕
市
内

の
小
中
学
生
か
ら
寄
せ

ら
れ
た
、
平
和
に
関
す
る
絵
や
ポ

ス
タ

ー
を
展
示

ビ

デ

オ

映

画

放

映

〔と
き
〕

７
月
１６
日
働
～
８
月
１５
日
∞

の
平
和
月
間
中
随
時

〔と
こ
ろ
）
サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後

ロ
ビ
ー

の
４
面

マ
ル
チ
ビ
ジ

ョ
ン

〔内
容
〕

ラ
イ
ヤ
ン
ツ
ー
リ
ー
の
う
た
、

は
だ
し
の
ゲ
ン
、
人
垂
る
の
墓

こ
れ
ら
の
ビ
デ
オ
は
、
平
和
月
間
終

了
後
は
サ
ン
コ
ア
図
書
室

の
ビ
デ
オ
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
に
置
い
て
、
み
な
さ
ん
に

貸
出
し
ま
す
。

福

岡

県

戦

時

資

料

展

〔と
き
〕

７
月
２９
日
０
～
８
月
３
日
い

〔と
こ
ろ
）
サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後
イ

ベ
ン

ト
ホ
ー
ル

〔内
容
〕
空
襲
被
災
写
真
パ
ネ
ル
、
鉄

か
か
と
、
投
降
呼
び
か
け
の
ビ
ラ
、
防

空
ず
さ
ん
、
千
人
針
、
焼

い
弾
殻
、
戦

時
中

の
新
聞
、
雑
誌
等
、
当
時

の
生
活

の
様
子
を
伝
え
る
資
料
を
展
示

こ
の
夏
あ
な
た
も

平
和
事
業
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

レ
〔内
容
）
演
劇
制
作
体

「
地
人
会
」
に

よ
る
朗
読
劇

「
こ
の
手
た
ち
の
夏
」

（入
場
券
〕
全
席
自
由
で
、
小
学
生
以

上
は
５
０
０
円
　
サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後
、

サ

ン
コ
ア
、
社
会
教
育
課
で
販
売

※
出
演
者
募
集
　
劇

の
中
で
、
短
歌

の

部
分
を
朗
読
す
る
女
性

（中
学
生
以
上
）

を
５
人
募
集
し
ま
す
。
申
込
み
は
７
月

・０
日
⑪
ま
で
に
社
会
教
育
課

（
金
０

４

１
１
１
内
線
４
３
１
）

へ
。

小

・
中

学

生

の

絵

・
ポ

ス
タ
ー
展

〔と
き
〕
８月
１日的
～
・２
日０

(4)
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筑 後 広 域 公 園一
追

二
対
五一

一／
ψ
一恭

ゝ
「
∫

／

・・
Ｌ

「

ノ
　

ィ
ム

・・

―

・ 。

っ

ヽ

へ

ゝ

ヽ

放
流
渠

長
田
浄
化
セ

ヽ
一下
一

群J

４

■
ロ

F文化ゾーン ゛

／
‐
／

４． ‐．，

一

ゞ
・す

r l｀テ
イ

児
島
線

そ
こ
で
こ
の
公
園
は
、
矢
部
川
の
流

れ
を
活
か
し
た
親
水
空
間
の
確
保
や
、

恵
ま
れ
た
自
然

の
生
態
系
や
景
観

の
保

全
と
回
復
、
そ
し
て
筑
後
地
域
の
振
興

を
目
的
に
、
広
域
型
の
都
市
公
園
と
し

て
整
備
さ
れ
ま
す
。

広
々
と
し
た
公
園
で

豊

か

さ

を

体

感

公
園

は
、
中

の
島
公
園
を
中

心
に
東

西
約

四

キ
ロ
、
面
積

は

一
九

四

・
七
紗

（河

川
区
域

が
約

一
二
〇
紗

）
で
、
う
ち

一
二

一
・
七
う

が
筑
後
市
分

で
す
。
現
在
県

内

に
八

ヵ
所
あ

る
県
営
公
園

の
中

で
最

大

の
面
積

の
筑
豊
緑
地

（
一
五

二

・
六

紗

）
を
抜

い
て
、
県
内

で
最
も
広

い
県

営

公
園
と
な

り
ま
す
。

公
園

の
テ
ー

マ
は

「
豊

か
さ
を

体
感

・

で
き

る
公
園
」

で
、
県

の
構
想

に
よ
る

と
、
自
然
浴
、
文
化
、
交
流
、

ス
ポ

ー

ツ
の
四

つ
の
ゾ
ー

ン
に
分
か
れ
、
そ
れ

ぞ
れ

の
テ
ー

マ
に
沿

っ
た
施

設
が
整
備

さ
れ
る
予
定

で
す
。

な

お
、
具
体
的
な
施
設

の
内
容

に

つ

い
て
は
、
県
南

の
各
市
町
村

と
調
整

し

な

が
ら
、　
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
て
計
画

が

進

め
ら
れ
ま
す
。

県

で
は
、
今
後

用
地
買

収
等
を
進
め
、

平
成

十
年
度

の
着

工
、

そ
し

て
平
成
十

八
年
度

の

一
部

開
園
を

目
指
し

て

い
ま

す
。

スポー ソツ
/

マ
う

〔問
合
せ
〕
福
岡
県
県
政
情
報
課

（
全

０
９
２

・
６
２
２

一
〇
８
０
４
）

※

い
ず
れ

の
展
示
も

入
場
は
無
料
で
す
。

な

お
、

サ
ザ

ン
ク

ス
筑
後

は
月
曜

日
が

休
館

で
す
。

平
和
の
作
文
と

詩
を
募
集

戦
地

で

の
体
験

や
空
襲
な
ど

の
戦
争

体
験
、
核
廃
絶

や
平
和

へ
の
願

い
を
、

作
文
や
詩

に
し

て
く

だ
さ

い
。

〔内
容
〕

▽
作
文
＝

４
０
０
字
詰
原
稿

用
紙

５
枚
以
内

　

▽
詩
＝
形
式
自
由
、

原
稿

用
紙

に
記
入
　

▽
写
真
＝
戦
時
中

や
終
戦
後

の
生
活

の
様

子
を
写
し
た
も

の

（
写
真

は
お
返
し
し
ま
す
）

〔募
集
期
間
〕

７
月

１４
日
④
ま

で
に
、

社
会
教
育

課

（大
字
山
ノ
井

８
９
８
香

地
）

へ
。

寄

せ
ら
れ
た
作

品

の
中

か
ら
広
報
に

掲
載

し
、
応
募

者
全
員

に
記
念

品
を
送

り
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
作
戦
は
８
日
ω

７
月
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
は
、
８
日
●

に
行

い
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
作
戦
は
、
「
拾
テ
こ
と
か
ら

捨
て
な

い
意
識
を
高
め
よ
う
」
ま
た
、

「美
し

い
環
境
を
次

の
世
代
に
残
そ
う
」

を
目
的
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
参
加

を

い
た
だ
き
な
が
ら
実
施
し
て
お
り
、

今
回
で
１９
回
目
で
す
。

道
路
や
公
園
等

に
捨
て
ら
れ
て
い
る

空
き
か
ん
や
ビ
ン
等
を
回
収
し
て
、
午

前

９
時
か
ら
・０
時
ま
で
に
、
市
役
所
裏

の
駐
車
場
に
持

っ
て
来
て
く
だ
さ

い
。

な
お
、
今
月
の
重
点
地
区
は
古
島
小

学
校
区
で
、
年
前
９
時
に
古
島
小
学
校

正
門
付
近
で
清
掃
を
始
め
ま
す
。

収
集
用
の
ご
み
袋
が
必
要
な
人
に
は
、

環
境
課
（
金
０

４
１
１
１
内
線

３
７
２
）

で
お
渡
し
し
ま
す
。

フ月23日 lttl

参
不在者投票は、7月 6日 lttl～ 22日 l土)の午前8時半～

午後5時。市役所2階の第 1委員会室で。
問合せは選挙管理委員会 (金①4111内線131)へ。
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広 報 ち く ご平成 7年 7月  1 日

市
四
役
の
資
産
等
を
公
開

ヘ

六

月

定

例

市

議

会

六
月
定
例
市
議
会
は
、
九
日
か
ら

二
十
三
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会
で
は
、
市
長
ら
市

四
役
の
費
産
等
の
公
開
に
関
す
る
条
例
な
ど
十

六
議
案
そ
の
他
が
審
議
さ
れ
、
全
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
お
も
な
議
案
を
紹
介
し
ま
す
。

日
市

四
役
の
費
産
等
を
公
開
　
　
　
　
　
　
る
も

の
を
記
載
し
た
補
充
報
告
書
を
、

市
長
、
助
役
、
収
入
役
、
教
育
長
は
　
　
翌
年

の
四
月

一
日
か
ら
三
十
日
ま
で
に

そ
の
任
期
開
始

の
日
に
所
有
す
る
資
産
　
　
市
長
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

の
報
告
書
を
、
任
期
開
始
か
ら
百
日
以
　
　
　
ま
た
、
所
得
等
報
告
書
や
、
報
酬
を

内
に
市
長
に
提
出
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
得
て
会
社
や
法
人

の
役
員
等
を
し
て
い

報
告
す
る
資
産
は
、
土
地
、
建
物
、
　

　

る
場
合

の
関
連
会
社
等
報
告
書
も
、
提

建
物

の
所
有
を
目
的
と
す
る
地
上
権
や
　
　
出
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

土
地
の
賃
借
権
、
預
金
、
金
銭
信
託
、
　

　

日
国
民
健
康
保
険
税
の
賦
課
限
度
額
引

有
価
証
券
、
自
動
車
、
ゴ
ル
フ
場
利
用
　
　
上
げ
と
所
得
割
引
下
げ

権
、
貸
付
金
、
借
入
金
等

で
す
。
　
　

　

　

　

地
方
税
法

の
改
正
で
、
平
成
七
年
度

資
産
公
開

の
初
年
度
で
あ
る
今
年
は
、
　
　
の
賦
課
限
度
額
が
五
〇
万
円
か
ら
五
二

七
月

一
日
の
条
例
施
行
か
ら
数
え
て
百
　
　
万
円
に
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

日
日
の
十
月
九
日
ま
で
に
資
産
報
告
書
　
　
　
国
や
県
か
ら

の
強

い
指
導
も
あ
り
、

を
市
長
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
　
　
筑
後
市
で
は
、
賦
課
限
度
額
を

一
万
円

そ
の
後
、　
一
週
間
程
度

の
確
認
作
業
　
　
引
上
げ
て
、
五

一
万
円
と
し
ま
し
た
。

を
経
て
、
十
月
中
旬
か
ら
資
産
報
告
書
　
　
　
ま
た
、
所
得
割
を
九
二
一訂
か
ら
九
・

が
え

つ
覧

（調

べ
見
る
こ
と
）
で
き
る
　
　
〇
甜
に
引
下
げ
、
均
等
割
は

一
万
六
、

よ
う
に
な
り
ま
す
。
場
所
は
市
役
所
総
　
　
一
一〇
〇
円
か
ら

一
万
七
、
五
〇
〇
円
に
、

務
課
で
、
誰
で
も
え

つ
覧
で
き
ま
す
。
　

　

平
等
割
は
二
万
五
、
五
〇
〇
円
か
ら
二

な
お
、
二
年
目
以
降
は
毎
年
、
新
た
　
　
万
六
、
五
〇
〇
円
に
引
上
げ
ま
し
た
。

に
所
有
す
る
こ
と
に
な

っ
た
資
産

の
う
　
　
　
税
率
は
、
下
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

ち
、
十
二
月
二
十

一
日
現
在
で
所
有
す
　
　
圏
市
立
病
院
に
理
学
診
療
科
設
置

息
者
の
早
期
社
会
復
帰
を
支
援
す
る

た
め
、
七
月

一
日
に
理
学
診
療
科
を
設

置
し
、
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
を
行

い

ま
す
。

園
平
成
七
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

二
九
七
万
円
を
増
額
し
、
総
額
を

一

四
〇
億
四
、
四
〇
九
万
円
と
し
ま
し
た
。

囲
特
別
委
員
会
を
設
置

「
選
挙
妨
害
を
排
除
し
、
明
る
い
市
政

の
確
立
を
め
ざ
す
特
別
委
員
会
」
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
審
査
期
間
は
、
閉
会

中

の
継
続
審
査
を
合
ん
で
、
九
月
議
会

の
終
了
日
ま
で
で
す
。

ま
た
、
市
立
病
院
の
建
替
え
に
関
し

て
、
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
＾
十

一

月
中
旬
ま
で
を
目
途
に
、
市
立
病
院

の

基
本
構
想
等
に

つ
い
て
審
議
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

選
挙
管
理
委
員
会
委
員

②
倉
富
賓

（大
和
、
七
三
歳
）
③
久
保

田
瑞
枝

（徳
久
、
六
五
歳
）
④
山
口
員

砂
子

（久
恵
、
七
〇
歳
）

な
お
、
六
月
二
十
二
日
の
選
挙
管
理

委
員
会
で
、
委
員
長
に
本
田
氏
が
、
委

員
長
職
務
代
理
者
に
猪
口
氏
が
決
ま
り

ま
し
た
。

選
挙
管
理
委
員
会

の
委
員
と
補
充
員

に
、　
つ
ぎ
の
各
氏
が
決
ま
り
ま
し
た
。

▽
委
員

禦
ヒ
サ
ヱ

（
！
鷹
ギ

五
六

歳
）
水
田
政
廣

（本
田
下
、
七
二
歳
）

永
田
國
雄

（鵞
寺
、
六
四
歳
）
猪
口
靖

則

（溝
口
南
、
五
八
歳
）

▽
補
充
員

（○
付
数
字
は
補
充
順
位
）

①
江
崎
鶴
見

（構
捕
地じ
、
二
九
歳
）

船
小
屋
温
泉
振
興
組
合
議
員

船
小
屋
温
泉
振
興
組
合

の
議
員
に
、

つ
ぎ
の
六
氏
が
決
ま
り
ま
し
た
。

▽
議
会
選
出
　
弥
吉
治

一
郎
、
大
薮
健

介
、
田
中
瑞
広
、
村
上
知
巳

▽
地
元
推
せ
ん
　
樋
日
正
俊

（船
小
屋
、

六
〇
歳
）
壇
弘
義

（船
小
屋
、
四
八
歳
）

矢
部
川
流
域

下
水
道
協
議
会
を
設
立

矢
部
川
流
域
下
水
道
計
画
連
絡
協
議

会

の
設
立
総
会
が
、
六
月

一
日
、
船
小

屋
の
ホ
テ
ル
で
あ
り
ま
し
た
。

家
庭
や
事
業
所
等
か
ら
出
さ
れ
る
排

水
が
、
河
川
の
水
を
汚
し
、
生
活
環
境

の
悪
化
を
招

い
て
い
ま
す
。
下
水
道

の

整
備
は
、
河
川
の
水
質

の
浄
化
に
大
き

な
効
果
が
あ
り
ま
す
。

下
水
道

の
整
備
は
、
市
町
村
が
単
独

で
行
う
よ
り
も
、
河
川
の
流
域
全
体
で

広
域
的
に
行
う
方
が
効
率
的
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

協
議
会
は
、
矢
部
川
流
域
の
、
下
水

道
事
業
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
、
筑
後

市
、
八
女
市
、
瀬
高
町
、
広
川
町
、
黒

木
町
、
立
花
町
で
構
成
さ
れ
、
会
長
に

は
馬
場
市
長
が
就
任
し
ま
し
た
。

協
議
会
で
は
、
下
水
道
基
本
計
画
の

策
定
や
調
査
研
究
な
ど
、
構
成
市
町
で

共
同
し
な
が
ら
、
広
域
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

△国民健康保険税率の推移

△6月 1日の設立総会

所 得 割

前年中の所得
に対して

資 産 割
固定資産税額
に対して

均 等 割
加 入 者
1人 に つ き

平 等 割

1世帯につき
蛉

H3 9.2% 40,0% 16,200円 25,500 円 430,000円

4 9。 2 40.0 16,200 25,500 450,000

5 9.2 35,0 16,200 25,500 480,000

6 9,2 30,0 16,200 25,500 500,000

7 9.0 30.0 17,500 26,500 510,000

(6)



平成 7年 7月 1 日広 報 ち く ご

市役所には情報がいつばい情
報
公
開
制
度
と
は
、
開
か
れ
た
市

政
運
営
と
市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を

目
的
に
、
市
が
持

っ
て
い
る
情
報
を
み

な
さ
ん
に
公
開
す
る
制
度
で
す
。

平
成
六
年
度

の
利
用
は
、
前
年
度
か

ら
十
四
作
減

っ
て
、
一
一十

一
作
で
し
た
。

市
役
所
の
各
課
が

窓
口
に
な
り
ま
す

公
開
で
き
る
の
は
、
市
が
作

っ
た
り

受
取

っ
た
り
し
た
、
文
書
、
図
面
、
写

真
、

マ
イ
ク

ロ
フ
イ
ル
ム
、
ス
ラ
イ
ド
、

録
音
テ
ー
プ
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
で
す
。

情
報
を
持

っ
て
い
る
市
役
所

の
各
課

が
受
付
の
窓
口
に
な
り
ま
す
。

自
分
の
知
り
た

い
情
報
が
、
ど

の
課

に
あ
る
か
わ
か
ら
な

い
時
は
、
総
務
課

へ
問

い
合
せ
て
く
だ
さ

い
。

イ
⊃

代

ヽ

)

ど

情報公開制度を

利用してくだとい

例
え
ば

こ
ん
な
時

「
最
近
、
各
種
の
選
挙
で
投
票
率
の

低
下
が
問
題
に
な

っ
て
い
る
が
、
筑
後

市
の
現
状
が
ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
知

り
た

い
…
」

こ
の
場
合
、
情
報
公
開
の
窓
口
は
選

挙
管
理
萎
員
会

（総
務
課
）
に
な
り
ま

す
。
選
輩
管
理
委
員
会

へ
行

っ
て
、
備

え
付
け
の
情
報
公
開
申
請
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ

い
。

選
挙

の
投
票
率
は
公
開
で
き
る
情
報

で
す

の
で
、
す
ぐ
に
お
見
せ
し
、　
コ
ピ

ー
も
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
公
開
で
き
な

い
場
合
や
、

部
分
的
に
公
開
で
き
な

い
場
合
も
あ
り

ま
す
。

そ
の
日
に
公
開
で
き
な

い
情
報
は
、

請
求
か
ら
十
四
日
以
内
に
、
公
開

・
非

公
開
の
通
知
を
し
ま
す
。

手
数
料
は
、
え

つ
覧

一
件
が
三
百
円
、

コ
ピ
ー

一
枚
が
二
十
円
で
す
。

公
開
で
き
な
い
情
報
も

つ
ぎ
の
よ
う
な
情
報
は
公
開
で
き
ま

せ
ん
。

ｏ
個
人

の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
す
る

も

の
　

０
法
人
、
個
人

の
事
業
に
関
す

る
こ
と
で
、
そ
の
法
人
、
個
人
に
不
利

益
を
与
え
る
も
の
　

Ｏ
犯
罪
の
予
防
、

捜
査
、
人
命

の
安
全
を
守
る
た
め
に
必

t'

要
な
も
の
　

ｏ
公
務

の
公
正
、
円
滑
な

運
営
を
害
す
る
も

の
　

０
法
令
や
条
例

で
公
開
で
き
な

い
定
め
の
あ
る
も

の

こ
の
ほ
か
に
も
公
開
で
き
な

い
情
報

が
あ
り
ま
す
。
く
わ
し

い
こ
と
は
、
総

務
課

（
奮
０

４
１
１
１
内
線

１
３
１
）

へ
問
合
せ
て
く
だ
さ

い
。

異
議
申
立
て
が

で

き

ま

す

非
公
開
の
決
定
に
不
服
が
あ
る
場
合

は
、
通
知
を
受
け
取

っ
て
三
十
日
以
内

に
異
議
申
立
て
が
で
き
ま
す
。
異
議
申

立
て
が

・あ

っ
た
場
合
は

「
情
報
公
開
審

査
会
」
で
内
容
を
検
討
し
、
公
開
か
非

公
開
か
を
書
面
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
役
所
に
は
、
た
く
さ
ん
の
情
報
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
情
報
は
、
み
な

さ
ん
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
で
価
値
が
出

て
き
ま
す
。
情
報
公
開
制
度
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

え

つ
覧
は
無
料
で
す
が
、
複
写
は

一

枚
に
つ
き
三
十
円
で
す
。

イ
Ｊ
正
請
求
権
　
市
が
取
り
扱

っ
て
い

彗
Ｆ

る
自
分
の
情
報
に
「事
実
の
誤
り
」

が
あ
る
時
は
、
そ
の
訂
正
を
請
求
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

正
の
申
出
　
自
分
の
情
報
が
正
し

く
取
り
扱
わ
れ
て
い
な

い
時
は
、

△表2情報公開請求者△表 1 開の利用状況

)ヽ
◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

◇

自
分
の
情
報
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

個
人
情
報
保
護
制
度

「
個
人
情
報
保
護
制
度
」
が
、
昨
年

九
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
の
制
度
は
、
み
な
さ
ん
に
関
す
る

情
報
を
正
し
く
扱
う
こ
と
を
市
役
所
に

義
務
付
け
、
自
分
の
情
報
を
見
た
り
正

し
た
り
す
る
権
利
を
保
障
す
る
こ
と
に

よ

っ
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

個
人
情
報
保
護
制
度
は
、
市
役
所
が

取
り
扱

っ
て
い
る
、
み
な
さ
ん
自
身

の

情
報

の
流
れ
を
自
分
で
コ
ン
ト

ロ
ー
ル

で
き
る
よ
う
に
、　
つ
ぎ
の
四

つ
の
権
利

を
保
証
し
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
も
、
市
役
所

の
各
課
が
窓

口
に
な
り
ま
す
。

田
阿
第

．
戦
券
の
［
ゅ
匁
コ
抑
覧 っ
マ
ゅ

聴
、
写
し
の
交
付
を
請
求
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
法
令
等

で
非
公
開
と
さ
れ

て
い
る
も

の
や
、
本
人
に
知
ら
せ
な

い

方
が
適
当
と
思
わ
れ
る
も

の
は
、
開
示

是
正
の
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

里
茶
鵡
呻
強
厳
定
騨
櫛
噂
ゥ
鞠
後
略
時

通
知
を
受
け
取

っ
て
六
十
日
以
内
に
異

議
申
立
て
が
で
き
ま
す
。

こ
の
場
合
、
「
個
人
情
報
保
護
審
査
会
」

で
検
討
し
、
開
示
か
非
開
示
、
あ
る
い

は
訂
正
か
不
訂
正
を
書
面
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

く
わ
し

い
内
容
は
、
総
務
課

（
奮
○

４
１
１
１
内
線
１
３
１
）

へ
問
合
せ
て

く
だ
さ

い
。
な
お
、
平
成
六
年
度
は
、

開
示
請
求
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

日狂

区   分 人数

市   民 7

市 内の法人 等 2

市内への通勤者

市内への通学者

市 内 納 税 者

利 害 関 係 者 12

合   計 21

写 しの 交 付え つ 覧区分

計
分離
公開
非公開 計 公開

離

開

分

公 非公開公開

1732 3 35 17
５
年
度

件
　
数

21 9 9
６
年
度

件

　
数
19 2

゛
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在
宅
介
護
に
思
う

城
崎

　

ア
ツ
子
さ
ん

（尾
島

、

５。
歳
）

私
は
今

、
九
十

三
歳
に
な

る
姑
を
介

護

し

て
い
ま
す
。

私
が
旅
館
に
勤

め

て
い
る
関
係

で
、

朝
六
時
に
家
を
出

る
時
も
あ
り
ま
す
。

寒

い
時
に
は
無

理
に
姑
を
起

こ
し

て
お

し
め
を
替
え
、
ご

は
ん
を
食
べ
さ

せ
ま

す
。
す

る
と

決
ま

っ
て

「
晩
ご

は
ん
は

食
べ
た
よ
」
と

言

い
ま
す
。
外
は
ま
だ

皓

い
か
ら

、
無
理
も
あ
り
ま
せ
ん
。

「
ば

あ
ち

ゃ
ん
ご
免

ね
」
と

言

っ
て

家
を
出

て
、
心

で
わ
び

な
が
ら
仕
事

に

行

き
ま
す
。
今

は
外
が
明

る

い
の

で
大

変
助
か
り
ま
す
。

三
十

一
年
も
姑
と

暮
ら

し

て
い
る
と

情
が
出

て
か
わ

い
そ
う
に
な

っ
て
き
ま

す
。
そ
れ

に
、
私

一
人

で
介
護

し

て
い

る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
主
人
や

兄

弟

に
助

け

て
も
ら

っ
て
介
護
が

で
き

て

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も

、
姑
が
安
心

し

て
私
に
甘
え
ら
れ

る
よ
う
が

ん
ば

っ
て

い
こ
う
と

思

い
ま
す
。

仕
事
と
介
護
と

、
本
当
に
大
変

で
す

が

、
世

の
中
に
は
も

っ
と

苦
労

し

て
い

る
人
が

い
る
と

思
え
ば

、
私
は
幸

せ

で

す
。
姑

の
後

ろ
姿
が

、
私

の
姿

で
も
あ

る

の
で
す
。

自

分
が
年
老

い
て
、
寝
付

い
た
時

の

事
を

思
え
ば

↓
お
世
話
を
さ
せ

て
い
た

だ

い
て
い
る
」
と

、
近
頃

思
え

る
よ
う

に
な

っ
て
き
ま

し
た
。

)
守

8

憾
　
Ｔ
　
ｂ

出
ま
し

で
あ

る
。

昨
年
は
塩
分
を
控
え

て
漬

け

て
は

い

た
が

、
紀
州
梅

の
出

現

で
自
信
を

な
く

し
、
味
は
ど

う
か
と

少

し
心

配
だ

っ
た

。

赤
黒

い
や
や

固
め

の
も

の
を
頼
ば

っ

て
お
茶
を
飲
ん

で
い
た
主
人
が

二
、

三

度
う
な
ず

い
て
言

っ
た
。

「
や

っ
ば

、
う
ち
ん
と
が

う
ま

か
。

見

る
だ

け

で
生
睡
が

出

る
く
ら

い
酸

っ

ぱ

い
の
が
よ

か
。
落
語

の
ケ
チ
親
父
が

天
丼

か
ら
吊
る
し

て
、
お
か
ず
代
わ
り

に
し
た
よ
う
な

…
…
戦
時
中

の
日

の
丸

弁
当
が
懐
か

し
い
」

そ

の
言
葉

で
私
は
ホ

ツ
と

し
た
。

足
中
健
康
草
履

新
井
　
留
貴

さ
ん

（熊
野
、
６５
歳
）

人
と

し

て
こ
の
世
に
生
を
享

け
、
誰

か
を
愛

し
、
そ

の
愛
す

る
人
達

の
た
め

に
な

る
よ
う
に
生
か
さ
れ

て
い
る
。
そ

れ
が

人
生

の
定
め
だ
と

思

っ
て
い
ま
す
。

愛
す
る
人
達

の
た
め
に
な
る
に
は
ま

ず
自
分

の
健
康
保
持
を
第

一
に
考
え
な

く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
自
分

の
健
康
は

自
ら
考
え
自
助
努
力
す

る
事
に

つ
き
る

と

思

い
ま
す
。
そ
う
し
た

思

い
か
ら
、

戦
時
中
だ

っ
た
小
学
校
時
代
を
思

い
出

し
、
昔

取

っ
た
杵
柄

で
足
中
草
履
作
り

に
挑
戦

し

て
み
ま
し
た
。

し
が

な

い
草
履
作
り
と

思
わ
れ

る
で

し

ょ
う
が

、
作

っ
て
み
る
と

製
作

の
段

階
か
ら
手
先
、
足
先
に
力
が
入
り
、
刺

激

を
与
え

、
健
康
に
プ

ラ

ス
と

な

る
よ

う

に
感

じ
ま
す
。

草
履
を
履

い
て
み
る
と

、
気
分
爽
快

で
す
。
素
足
に
草
履
を
履
き
、
早
朝
散

歩
す

る
と
え
も
い
わ
れ
ぬ
快
適
さ

で
す
。

皆
さ
ん
に
も

こ
の
気
分
を
堪
能

し

て
頂

き
た

い
と

思

い
ま
す
。
自
分

で
作

っ
て

履
く
草
履
、
早
朝
か
ら
爽
や

か
気
分
を

充
分

に
味
わ
う
と

、
そ

の
日

一
日
が
心

爽
や

か
に
過
ご

せ
ま
す
。

私
は
早
朝
散
歩
か
ら
帰
り
、
神
仏
礼

拝
を
済
ま
せ

て
、
家
族
全

員
と
握
手
を

交
す
習
慣
に
し

て
い
ま
す
。
健
康

で
、

家
庭

円
為

で
あ
り
ま
す
よ
う
に
と
祈
り

つ
つ
朝

の

一
刻

で
す
。

平成 7年 7月 1 日

費

大
鶴
　
恵
美

子
さ
ん

（若

菜
、

６３
歳
）

縁
先

に
幹

回
り

五
十

セ
ン
チ
く
ら

い

の
梅

の
木
が

あ

る
。
幹

の
太

い
所
は
皮

だ

け
に
な
り
、
手
を
触
れ
た
ら
ポ

ロ
リ

と
剥
が
れ

て
し
ま

い
そ
う
な
感
じ

で
、

苔
や
小
さ

い
シ
ダ
が
生
え

て
い
る
古
木

で
あ

る
。
今
年
は

い

つ
も

の
年
以
上
に

花
を

い

っ
ぱ

い
咲

か
せ
、
楽
し
ま
せ

て

く
れ
た
。
今
は
青

い
実
を
た
わ
わ
に

つ

け
、
出
番
を
待

つ
て
い
る
。

私

の
家

で
は
、
梅

干
し

で
お
茶
を
飲

む
こ
と

か
ら

一
日
が
始
ま

る
。

昨
年

の
暮
れ

、
主
人

の
友
達

か
ら
紀

州

の
梅

干
し
が
送
ら
れ

て
き
た
。
ピ

ン

ポ

ン
玉
大

で
、
柔
ら
か

い
果
肉

、
そ
れ

に
少

し
甘

み
が

あ
り
、
色
は
肌
色

で
、

私
達
は
す

っ
か
り
気
に
入

っ
て
し
ま

っ

た
。
そ
れ
も
底
を

つ
き
、
自
家
製

の
お

ノ
＼

絵画グループ「泉」

大 島 斉さん
いつき

散 与 遭
投書のページ
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平成 7年 7月 1 日広 報 ち く ご

つ

1寺

,

ぼ
く
の
家
は
ど
こ
？

（飼
い
主
を
捜
し
て
い
ま
す
）

勝
　
山
　
　
守
さ
ん

（徳
久
、
３６
歳
）

六
月
十
七
日
の
土
曜
日
、
我
が
塚
に

犬
が
迷
い
込
ん
で
来
ま
し
た
。

黄
色
い
首
輪
を
し
た
、
茶
色
の
お
と

な
し
い
犬
で
、
長
い
鎖
を
引
き
ず

っ
て

や

っ
て
来
ま
し
た
。
我
が
家
で
預
っ
て
、

毎
日
ご
は
ん
を
食
べ
さ
せ
て
い
ま
す
。

写
真
を
見
て
心
あ
た
り
の
あ
る
人
は
、

連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

（
奮
⑦
６
１
８

１
）

サ
」

ぼ

う

の
種
を
も
ら

っ
た
。

牛
芳

の
栽
培

は
初

め

て
な

の
で
、
種

の
袋

の
注
意
書
き
ど

お
り
に
畝
を
高
く

し
、
石
灰
を
多

め
に
混
ぜ

て
蒔

い
た

の

は
昨
年
秋

の
こ
と
だ

っ
た
。

草
本
が

芽
ぶ

く
時
期

に
な

っ
て
、
産

毛

に

つ
つ
ま
れ
た
白

い
芽
が
顔
を
出

し

て
ぐ

ん
ぐ

ん
生
長
し
、
六
月
初

め
に
収

穫

し

て
み
た
。
産

物
は
直
径

一
・
五
セ

ン
チ
、
長
さ

一
〇
セ

ン
チ
く
ら

い
の
が

六
本
。

サ

ラ
ダ

用
と

は

い

っ
て
も

マ
ヨ
ネ
ー

ズ

で
生
食
す

る
気
に
な
ら
ず

、
さ

っ
と

湯
ど

お

し
し
、

ハ
ム
、
セ

ロ
リ
ー
、
人

参

に
、
た

っ
ぷ

り

の
ご

ま
と
中
華
ド

レ

ツ
シ
ン
グ

で
食
べ

て
み
た
。

ウ
ド

の
よ
う
な
舌
感
覚

で
お

い
し
か

っ
た

け
れ
ど

、
や
は
り
牛
芳
は
き
ん
ぴ

ら
や
煮
〆
料

理

の
方
が

、

の
ど

の
と

お

り
が

い
い
よ
う
だ

。

果
た

し

て
ポ

リ
ポ

リ
生
食

で
は
ど

ん

な
も

の
か
、
ベ

ン
仲
間

の
料
理

の
先
生

Ｙ
さ
ん

に
聞

い
て
か
ら
に
し
よ
う
。

介
護
講
習
会
を

受

講

し

て

才
川
　
景
子
さ
ん

（久
保

、

５５
歳
）

鍋
倉
先
生

の
、
笑
顔

で
や
さ

し
く
温

か

い
介
護

の
御
指
導

あ
り
が
と

う
ご
ざ

い
ま

し
た
。

ベ

ツ
ド

の
上

で
の
背
中
流

し
や
洗
髪

等
は
、
病
人
さ
ん
は
晴
れ
晴
れ
と

し
た

気
分
に
な
る
だ

ろ
う
と

思

い
、
身

近
に

あ

る
も

の
で
こ
ん
な
事
ま

で
で
き
る

の

か
と
感
動

し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
施

設
見
学

で
は
、
高
齢
者

一
人
ひ
と

り

へ
の
、
自
立

に
向
か

っ
て

の
温
か

い
介
護

の
様
子
を
見
ま

し
た
。

地
域
と
密
着

し

て
の
行
事
や
子
ど

も

さ
ん
と

の
交
流
等
は
、
外

に
出
ら
れ
な

い
人
に
と

っ
て
は
喜
び

の
ひ
と
と

き

で

し

ょ
う
。

三
階

の
部
屋
は
幼
稚
園
を

感

じ
さ
せ

る
造
り

で
、
と

て
も
薬

し

い
雰

囲
気
に
心
打
た
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
先

、
寿
命

の
伸
び
と
と

も

に
、
介
護
者

の
高
齢
化
を
耳
に
し
ま
す

が

、
教
え

て
い
た
だ

い
た
貴
重
な
知
識

と
体
験
を
役
立

て
て
い
き
た

い
と
感

じ

ま
し
た
。
そ
し

て
、
お
互

い
に
感
謝

の

気
持

ち
と

心

の
ふ
れ
あ

い
を
大

切
に
育

て
て
い
け
た
ら
と

願

っ
て
い
ま
す
。

サ

ラ
ダ

牛

考

佐
藤
　
敏
子
さ
ん

（徳
久
、
５７
歳
）

「
こ
れ
、
蒔
い
て
み
な
い
？
」
と
、

里
の
姉
か
ら

″
サ
ラ
ダ
牛
秀
″
な
る
物

一

・

じ

J

ち表基腟離 違豊fす
団エッセイ (随筆)な ど

季節にちなんだエッセイ、思い出にまつわるエッセイ、いま思う

こと、市政に対する意見・提言、まちづくりの夢など

団私のおすすめ

私のOO自慢、私の宝物、私の好きな市内の風景、サークル紹介、地

域の話題、健康法、ごみ減量法など

いずれも、400字程度にまとめてください。投書は、はがきか封書

でお願いします。

投書には、題名、住所、氏名、年齢、電話番号を書いてください。

投書の中から毎月数点を広報紙に掲載し、掲載された人には記念

品を贈ります。

なお、編集の都合で、原文を要約したり、表現を変えたりするこ

とがあります。また、送っていただいた投書や写真は、原則として

お返ししません。

◆あて先 〒833筑後市大字山ノ井898番地筑後市企画課「散歩道
係」奮③4111(内線152)

１０
月
１
日
は

国

勢

調

査

十
月

一
日
、
全
国

一
斉
に
国
勢

調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

国
勢
調
査

の
結
果
は
、
福
祉

・

雇
用

・
住
宅
対
策
な
ど
、
国
や
都

道
府
県

・
市
の
行
政
に
利
用
さ
れ

ま
す
。

調
査
の
対
象
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
、
日
本
に
住
ん

で

い
る
す
べ
て
の
人
で
す
。

九
月
二
十
二
日
か
ら
調
査
員
が

み
な
さ
ん
の
お
宅
に
調
査
票

の
記

入
の
お
願

い
に
伺

い
ま
す
。
ふ
だ

ん
住
ん
で
い
る
人
を
も
れ
な
く
ご

記
入
く
だ
さ
い
。

ご
記
入

い
た
だ

い
た
調
査
票
は

十
月
八
日
ま
で
に
、
調
査
員
が
受

け
取
り
に
伺

い
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い国勢調査0

ジ
い
た
し
ま
す
。

6.6

◆
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ヽ
″本

第
一
摂
州

箸
一
日岡村
柿

第
三
棒
し

合
邦
庵
室
の
場

上ば紅
作り

長
唄
囃
子
連
中

後市に歌舞 がやってくる

澤村藤十郎    坂東彦二郎

片岡十蔵    市川 国蔵

松竹歌舞伎

中村芝雀   大谷友右衛門

11/11●
昼・夜 2回公演
大ホール

7/21 ④ 哲驚30分
大ホール

人
間
国
宝
の
話
芸
を
じ
ゆ
う
ぶ
ん
に
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

A席 ¥2,500B席 ¥2,000
学生席 ¥1,000

只今発売中

平成7年度 文イ 移動芸術祭 公

だ一　　帷．玉（【「一“一

貨

さ

抑
票
ね

'手
ゴ

州

．町
同

ｆｌ

お
汀
ヨ

よい席は早目に

′
●る努

… い
口
H

搬
入
期
日
／
８
月
９
日
（水
）～
１１
日
（金
）

搬
入
場
所
／
サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後

筑
後
市
は
「緑
豊
か
な
活
力
に
満
ち
た
連
帯
感
の
あ
る
人
間
都
市
」
を

め
ざ
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

筑
後
市
大
賞
に
加
え
、
彫
刻
特
別
大
賞
を
創
設
し
ま
し
た
。

会
期
／
８
月
１７
日
（木
）
～
８
月
２３
日
（水
）

会
場
／
サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後
（筑
後
市
大
学
者
菜
）

日
本
画
／
洋
画
／
彫
刻
／
工
芸
／
写
真

「筑
後
市
大
賞
」
５０
万
円

（買
も

「彫
刻
特
別
大
賞
」
５０
万
円
（買
と

「坂

宗

一
特
別
賞
」
２０
万
円
（買
上
）

鮪銅槻譲飾調議Ｍ
・５筋御市。郷硝抄彫鉱輸
・後般鶴赫期イヒ．競随姉
。長賊日．

本
新
聞
社
賞
他

審
査
委
員
長
／
谷
口
治
達
（美
術
評
論
家
）

主
催
／
輸
鮨
柿
文．
伽
離
蹄
教
育
委
員
会

。
（財
）筑
後
市
文
化
振
興
公
社

お
問
い
合
わ
せ
は
、
サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後
（ａ
０
９
４
２
１
５
４
‐
１
２
０
０
）

賞

午
前
９
時
～
午
後
４
時

筑

笹

美

　

展

一男

1 6

日
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９

月

例

会

側

三
井
海
上
文
化
財
団
「
地
域
住
民

の

コ
ン
サ
ー
ト
」

Ｎ

Ｈ
Ｋ
交

響

楽

団

メ

ン
バ

ー

に

よ

る

弦
楽
五
重
奏
団
演
奏
会

９
月
３
日
（日
）
午
後
２
時

小
ホ
ー
ル

一
般
￥
２
、０
０
０
　
学
生
席
￥
１
、０
０
０

（全
席
指
定
）

一
般
売
出
日
７
／

２７

（会
員
売
出
７
／

２０
）

メ
ン
バ
ー

（
バ
イ
オ
リ
ン
）
Ｎ
響

コ
ン
サ
ー
ト
マ
ス

タ
ー
山
口
裕
之
、
大
林
修
子

（ヴ
ィ
オ
ラ
）
首
席
奏

一者

川
崎
和
憲

（
チ
ェ
ロ
）
山
崎
伸
子
ほ
か
。

夏
体
み
に
贈
る

映
画
と
音
楽
の

タ
ベ

野
と

7月 の催 し物案内

つ

,

自
主
事
業
チ
ケ
ッ
ト
発
売
所
　
サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後
、
　

　

ダ
イ
エ
ー
オ
レ
ン
ジ
チ
ケ
ッ
ト
、　
ロ
ー
ソ
ン
、

`■

ユ

―)

ウォルトディズニーアニメ

「アラジン」
と

□
深町 宏の

サックス演奏

7/25側
18:30開場

ベル広場
α蚕?打
きは
)

飲み物 。お菓子類を

用意しています

(有料)

・　
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

●

サ
ン
リ
ブ
瀬
高
店
、　
ア
オ
キ
楽
器

開催 日 催  し  物 会 場
開演
時間 前売券

主催・

問合わせ先

7/21日 )

全国高校総合文化祭
新渇大会出場披露演奏会

大ホール13:00 筑後養護学校

喜多会謡曲大会 小ホール 9:30
喜多会
52-7371

8 tD 夏期活性化セミナー 小ホール 10:00 5,000
いモ トムラ

52-0039

15ω
西日本大正琴
おさらい会

小ホール 9:00
測上

52-8009

16(日 )

エレクトーン発表会 小ホール 13:00 アオキ楽器

映画
「トイレの花子さん」大ホール

10:30

12:30

14:30

大人1,400

大・高1,200

中学 1,200

子ども 80C

富士映画

(092)
922--2556

わらび座
「ゆめみちゃりPART 2」

イベント
ホール
18:45 1,300 ぢく

ご子ども劇場
53● 6999

19曲
平和を考える市昆のつどい

朗読劇
「この子たちの夏」

1ヽホーJし 19:00 500
社会教育課
53‐-4111

21ω
(自主事業)
柳家小さん独演会

大ホール 18:30

A21500
B21000
学生
1,000

サザンクス筑桜
54‐-1200

22tい

23(日 )
95'ア ニメフェア 小ホール

10:20
12i30
14:40

大人1,800

高校1,500

中学 1,400
′
lヽ令存1,000

久留米東映
32-5652

25しЮ
(自主事業)
映画と音楽のタベ

ベル広堀 18:30 サザンクス筑霧

26ウЮ 大衆演劇座長大会 小ホール
13:00
18:00 3,000

岩永企画

(0957)
22-8779

27 1ttl ピアノコンサー ト 小ホール 19:00 1,500
真野企画
52-1818

29 tD
NHKの ど自慢大会
(予選 )

大ホール

13:00 NHK福岡放送局
(092)
724--2843

30(日 )
NHKの ど自慢大会
(本番)

12:15 入場整理券

28宅鋤
～8/4 福岡県戦時資料展

イベント
ホール

福岡県総務部

(092)
622--0804

サザンクスシアタ
第 2回例会

映画

■

■

■

■

田

■

■

田

■

■

ヽ
田

無 料

九響・東混と一緒に歌ってみよう/
(九州交響楽団)(東京混声合唱団)

来
年
２

月
４
日

「
い

の
ち

の
祝
祭
」
を
大

ホ

ー
ル
で
演
奏
し
ま
す
。

現
在
合
唱
練
習
し

て

い
ま
す
が

、
多
く

の
合

唱
団
員
を
募
集
中
で
す
。

と
く
に
男
性
を
求
む
。

練
習
は
週

一
回
、
水
、

木
曜
日
の
い
ず

れ
か
。

カ

ラ
オ
ケ

テ
ー
プ

も

あ
り
ま
す

の
で
、
誰

で

も
歌
え
ま
す
。
希
望
者

は
サ
ザ

ン
ク

ス
ヘ
。

共
催
事
業

（
西
日
本
新
聞
社

・
福

岡
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

・
サ
ザ
ン

ク
ス
筑
後
）

木
馬
座
フ
ァ
ミ
リ
‥
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル

白
雪
姫
と

七
人
の
こ
び
と

３
／
２

（
水
）
大
ホ
ー
ル

「
時
３。
分
、
Ｈ
時
　
２
回
公
演

前
売
￥
２
、
５
０
０

（
当
日
￥

２
、
８
０
０
）

親
子
券
￥
４
、
５
０
０

（前
売
券
取
扱
所
）
ダ
イ

エ
ー
オ

レ
ン
ジ
チ
ケ

ッ
ト
、
サ
ザ
ン
ク
ス

筑
後

D
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広 報 ち く ご平成 7年 7月 1 日

▽緑色の地域で調査を実施 します

西牟田地区で地籍調査を実施

ギ

・

ｔ

・

市
で
は
、
西
牟
田
地
区
の

一
部

（倉

目
川
よ
り
南
側
の
土
地
で
、
ほ
場
整
備

事
業
区
域
を
除
く
）
で
地
籍
調
査
を
実

施
し
ま
す
。

調
査
期
間
中
、
市
職
員
や
測
量
業
者

地
元
の
推
進
委
員
さ
ん
が
、
み
な
さ
ん

の
土
地
に
立
ち
入

っ
て
調
査
・測
量
し
、

測
量
の
基
準
に
な
る
標
石
等
を
埋
設
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願

い
し
ま
す
。

精
度
の
高
い
地
籍
簿
と

地

籍

図

を

作

成

地
籍

調
査

と
は
、　
一
筆
ご

と

の
土
地

の
地
番

、
地
日
、
所
有
者
、
境

界
を
調

査

し
、
地
籍
簿

（
土
地
登

記
簿

）
と
地

籍

図

（
字
図

）
を
作

る
も

の
で
す
。

い
ま
法
務
局

に
あ

る
土
地
登
記
簿

や

字
図

は
、
明
治
初

期

に
作

ら
れ
た
も

の

を
基
礎

に
し

て
、

今

日
ま

で
加
除
訂
正

し

て
き
た
も

の
で
す
。

こ
の
た
め
、
面

積

、
形
状
、
地
目
等

が
現
地

と
合

わ
な

か

っ
た
り
、
隣

接
す

る
字
図

と
接
合

で

き
な
か

っ
た
り

で
、
そ

の
役
割
を
十
分

に
果

た
し

て

い
ま

せ
ん
。

限

ら
れ
た
土
地
を
正
確

に
、
高
度

に

利
用
す
る
た
め
に
は
、
地
籍
調
査
を
し

て
、
精
度
の
高

い
地
籍
簿
と
地
籍
図
を

整
理
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

市
で
は
こ
れ
ま
で
に
、
市
の
総
面
積

４．

．
８５
平
方

口
．
の
う
ち
、
９。

。
５
市
の

３７

，
８８
平
方
デ
の
調
査
を
終
了
し
ま
し

た
。
今
後
も
、
全
地
域
の
調
査
を
め
ざ

し
て
作
業
を
進
め
ま
す
。

地

区

説

明

会

に

参
加
し
て
く
だ
さ
い

調
査
は
、
①
地
区
説
明
会
開
催
　
②

長
狭
物

（
道
路
や
水
路
等
）
の
調
査

③

一
筆
ご
と
の
土
地
の
調
査
測
量
　
の

順
序
で
行

い
ま
す
。

地
区
説
明
会

に
は
、
必
ず
出
席
さ
れ

ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

園
地
区
説
明
会
の
日
程

７
月
２６
日
い
　
西
牟
田
町
公
民
館

２７
日
④
　
流
公
民
館

時
間
は

い
ず
れ
も
、
午
後

７
時
半
か
ら

対
象
は
、
倉
目
川
よ
り
南
の
大
字
西

牟
田
の
土
地

（
ほ
場
整
備
事
業
区
域
を

除
く
）
を
持

っ
て
い
る
人
で
す
。

問
合

せ
は
農
地
整
備
課

（
ａ
①
４
１

１
１
内
線
３
４
２
）
へ
。

ほ場整備事業区域

大字久富

倉 目 川

♂
Ｆ
，
′
，
」

久保団地

大字高江

r・

・―・.
．

．

／

・

・

町瀦

′

N

・

・
～

・

，

′

‘

r・
・・―
'

,
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平成 7年 7月 1 日広 報 ち く ご

》

戦
後

５。
年
に
あ
た

っ
て
、
今
年
の
４

月
１
日
現
在
で
公
務
扶
助
料
、
追
族
年

金
等
の
受
給
者

の
い
な

い
戦
没
者
等
の

追
族
に
、
特
別
弔
慰
金

（
額
面
４。
万
円
、

１０
年
償
還
の
記
名
国
債
）
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

該
当
す
る
人
は
請
求
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ

い
。

（請
求
で
き
る
遺
族
の
範
囲
）
弔
慰
金

受
給
権
者
、
子
、
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、

兄
弟
姉
妹
等
、
戦
没
者
の
３
親
等
以
内

の
親
族
で
、
先
順
位
に
な
る
人

〔持

っ
て
来
る
物
〕
①
印
か
ん
　
②
今

年

４
月
１
日
現
在
の
請
求
者

の
戸
籍
踏

本
　
③
前
回
の
受
給
者
は
、
そ
の
裁
定

通
知
書
　
④
同
順
位
者
が

い
る
人
は
、

そ
の
人
の
同
意
書

（
用
紙
は
福
祉
事
務

所
に
あ
り
ま
す
）

請
求
者
が
配
偶
者
の
場
合
は
、
こ
の

ほ
か
に
、
⑤

４
月
１
日
現
在
の
、
請
求

者
の
世
帯
全
員
の
住
民
票
謄
本
　
⑥
前

回
の
特
別
弔
慰
金
受
給
権
取
得
の
日
か

ら
、
今
年
３
月
３．
日
ま
で
の
間
の
身
分

関
係

の
異
動
が
わ
か
る
戸
籍

（除
籍
）

謄
本

※
初

め

て
請
求

す

る
人
は
、

こ
の
ほ
か

に
も
諸
証
明
が
必
要

で
す
。

（請
求
期
限
〕
平
成

１０
年

３
月

３．
日

校
区
別
に
受
付

請
求

手
続

き

に
は
時
間
が
か
か
り
、

窓

口
の
混
雑

が
予
想

さ
れ
ま
す

の
で
、

校
区
別

に
受
付
を
行

い
ま
す
。

場
所

は

サ

ン
コ
ア
で
、
時
間
は
午
前

９
時

～
午
後

４
時
半

で
す
。

■

・

ｏ
古
島
校
区
＝
７
月
１８
日
の
　
○
下
妻

校
区
＝
１９
日
い
　
〇
二
川
校
区
＝
２。
日

い
　
○
水
洗
校
区
＝
２．
日
④
　
Ｏ
水
田

校
区
＝
２４
日
⑪
　
Ｏ
古
川
校
区
＝
２５
日

卿
　
○
西
牟
田
校
区
＝
２７
日
い
、
以
上

は
第
６
講
習
室

○
筑
後
北
校
区
＝
２８
日
④

・
第
４
講
習

室
　
○
松
原
校
区
＝
３．
日
⑪

。
第
５
講

習
室
　
ｏ
筑
後
校
区
＝
８
月
２
日
い

。

第
６
講
習
室
　
ｏ
羽
犬
塚
校
区
＝
３
日

い

。
視
聴
覚
室
、
４
日
④

・
第
６
講
習

室
　
ｏ
予
備
日
＝
７
日
①
と
８
日
ω

・

第
６
講
習
室

自
分
の
校
区
の
受
付
日
に
行
け
な
か

っ
た
人
は
、
予
備
日
を
利
用
し
て
く
だ

さ

い
。
な
お
、
８
月
９
日
い
以
降
は
、

福
祉
事
務
所
庶
務
係

（
ａ
①
４
１
１
１

内
線
２
２
１
）
で
随
時
受
付
け
ま
す
。

市

で
は
、

「
ふ
る
さ
と
文
化
創

生
事

業
」
を
募
集

し
ま
す
。

ふ
る
さ
と
文
化
創

生
事
業

は
、
筑
後

市

の
文
化

の
向
上
や
再
発
見

の
た
め

の

事
業

に
対
し

て
助
成
を
行

い
、
　

〃
心
豊

か
な
筑
後

市
づ

く
り
〃
を

し

て

い
こ
う

と

い
う
も

の
で
す
。

市
内

に
は
、
豊

か
な
歴
史

や
伝
統
芸

能
、
祭

り
な
ど
が
た
く

さ
ん
残

っ
て

い

ま
す
。

こ
の
助
成
を
利

用
し

て
、

ふ
る

さ
と
筑
後

の
文
化
を
再
発
見

し

て
み
ま

せ
ん

か
。

（対
象

と
な

る
事
業
〕
①

地
域
文
化

の

発
展
振

興
を
図

る
た
め

の
調
査
研
究

②
市

民
文
化
向
上

の
た
め

に
実
施
す

る

芸
術
祭

、
芸
能
祭

や
文
化
講
演
等

③

地
域
文
化

の
継
承

や
保
存

の
た
め

の

事
業

（
伝
統
的
な
祭

り

。
わ
ら

べ
唄

・

昔
話

。
遊
び
の
保
存
や
継
承
等
）

〔助
成
す
る
経
費
〕
事
業
に
直
接
必
要

な
経
費
や
調
査
研
究
等
の
た
め
の
経
費

で
、
１
事
業
に
つ
き
２。
万
円
以
内

〔対
象
者
〕
①
市
内
に
住
ん
で
い
る
か

勤
め
て
い
る
人
　
②
市
内
に
事
業
所
を

持

つ
団
体
で
、
将
来
に
わ
た

っ
て
市
の

文
化
振
興
や
地
域
の
活
性
化
に
貢
献
で

き
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合

〔申
込
み
〕
社
会
教
育
課

（
奮
０
４
１

１
１
内
線
４
３
１
）
に
あ
る
申
請
書
で

８
月
１
日
∩
ま
で
に
同
課

ヘ

※
こ
れ
ま
で
助
成
の
対
象
に
な

っ
た
事

業
　
郷
土
史
誌
発
行
、
羽
犬
の
紙
し
ば

い
製
作
、
浦
□
か
ま
ど
神
社
き
せ
る
祭

り
保
存
、
水
田
天
満
宮
稚
児
風
流
保
存
、　
　
剣
）

留
心
を
耕
す
写
ど
も
の
た
め
の
舞
台
芸
　
　
佃
．

術
祭

戦
没
者
の
遺
族
の
み
な
さ
ん
ヘ

特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

請
求
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

傷
病
賜
金

の
受
給
要
件
が

ひ
ろ
が

り
ま
し
た

恩
給
法
の
改
正

に
よ
り
、
今
年

７
月

１
日
か
ら
傷
病
賜
金

（
目
左
）
の
支
給

要
作
が
緩
和
さ
れ
、
下
士
官
以
下
の
旧

軍
人
で
、
公
務
に
よ

っ
て
傷
を
受
け
、

そ
の
障
害

の
程
度
が
第
１
目
症
か
第
２

目
症

の
人

に
、
傷
病
賜
金

（
一
時
金

）

が
支
給

さ
れ
る

こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

支
給
額

は
、
第

１
日
症

が

４
万

８
、

０
０
０
円
、
第

２
目
症

が

３
万

２
、

Ｏ

０
０
円

で
す
。

な

お
、
過
去

に
傷
病
恩
給

や
傷
病
賜

金
を
受
け
た

こ
と
が
あ

る
人
は
、
対
象

に
な
り
ま

せ
ん
。

問
合

せ
は
、
福
岡
県
援
護

課

（
ａ
Ｏ

９
２

・
６
２
２

・
０
９
０
３
）

へ
。

.IF■
|||
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広 報 ち く ご平成 7年 7月 1 日

五
月

二
十

八
日
、
ゴ

ミ
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
筑
後

主
催

の
、
フ
リ
ー

マ
ー
ケ

ッ
ト

・

イ

ン
筑
後

が
、
市
役
所
前

の
駐
車

場

で

あ

り
ま
し
た
。

ご

み
の
減

量

と
再
利

用
が
目
的

の

フ

リ
ー

マ
ー
ケ

ッ
ト
は
、
家
庭

に
眠

っ
て

い
る
不
用
品
を
持
ち
寄

っ
て
、
出
店
者

が
自
分

で
値
段
を

つ
け

て
売

る
と

い
う

方
法

で
行

わ
れ
ま
す
。
市
内

で
開
か
れ

る

の
は
、
昨
年

四
月
、
十

月

に
続

い
て

三
回
目

で
す
。
今
回

は

二
十
九

の
出
店

が
あ

り
、
う
ち
市
内

か
ら

の
出

店

は
十

三
と
、
回
を
重
ね

る
毎

に
増

え

て
き
ま

し
た
。
家
族

や
友

人
な
ど
と
誘

い
合

わ

せ
て
店
を
出

し

て

い
る
人
も
多

か

っ
た

よ
う

で
す
。

こ
の
日
売

ら
れ

て

い
た

の
は
、
主

に

衣
類

、
本

、

お
も
ち

ゃ
、
茶

わ
ん
や

コ

ー
ヒ
ー
カ

ッ
プ
な
ど

で
、
新

品
同
様

の

掘

り
出

し
物

も
あ
り
、
値
段

の
交
渉

に

成
功

し

て
、
抱

え
き
れ
な

い
ほ
ど

の
品

物
を

買

っ
て
帰

る
人

の
姿

も
見

ら
れ
ま

し
た
。

ゴ

ミ
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク
で
は
、
次
回

の

フ
リ
ー

マ
ー
ケ

ッ
ト
を

、
十

月

二
十
九

日
個

に
予
定

し

て

い
ま
す
。

璽
い
す
紗
ら
６
自
窃
Ｏ
慮
臓

ふ
れ
あ

い
ひ

ろ
ば

か
す
り
産
業
の
活
性
化
に

久
留
米
が
す
り
生
産
者
か
ら

た
ん
　
　
　
も
の

反

物

を

寄

贈

市
内

の
久
留
米
が
す

り
生
産
者

か
ら

筑
後

市

に
、
か
す

り

の
反
物
が
寄

贈

さ

れ
、
六
月

一
日

に
市

長
室

で
贈
呈
式

が

あ

り
ま
し
た
。

反
物
を
贈

ら
れ
た

の
は
、
中
尾

一
美

さ
ん

（
熊

野
）、
中

尾
公
子

さ
ん

（
久
富

）

池

田
曽
吾

さ
ん

（
久
富

）
の
二
人

で
、

そ
れ
ぞ
れ

一
反
ず

つ
、

い
ず

れ
も
展
覧

会
等

で
各
賞
を

受
賞

し
た
秀
作

で
す
。

「
か
す
リ

マ
ッ
プ
」

の
作
成

や

「
か

す
り
市
」

の
開
催

な
ど
、
市

で
は
、
伝

統

工
芸

の
か
す
り
産
業
振

興

に
向

け
た

ム
ー
ド
が
盛

り
上
が

っ
て
お
り
、
そ
れ

に

一
役
買

お
う

と
寄

贈

さ
れ
た
も

の
で

す
。市

で
は
、

こ
の
日

い
た
だ

い
た
反
物

三
点
を
、

サ
ザ

ン
ク
ス
筑
後

の
ギ

ャ
ラ

リ
ー
に
展

示
す

る
予
定

で
す
。

常
て
る
前
に
斑

っ
て
み
た
ら

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

・
イ
ン
筑
後拳

′

Ａ

呂′
一４

と

と

こ

帝
」
　ム仏す

な

ん

六
月
十

日
に
、
「
第
十

四
回

ふ
れ
あ

い

ひ
ろ
ば
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。

ふ
れ
あ

い
ひ
ろ
ば

は
、
ボ

ラ

ン
テ
ィ

ア
活
動

の
輸
を
広
げ

て

い
こ
う
と
、
毎

年

開
か
れ

て

い
ま
す
。

今
年

の
ひ
ろ
ば

は
、
車

い
す

に
乗

っ

て
、
市
街

地

の
道
路

の
通
り

に
く

い
所

を
自
分

で
体
験

し
な
が
ら
点
検

す

る
と

い
う
方
法

で
行

わ
れ
、
馬
場
市
長

ら
約

百
三
十

人

の
市
民
が
参

加

し
ま
し
た
。

参

加
者

た
ち
は
、
サ
ザ

ン
ク
ス
筑
後

に
集
合

し
、
車

い
す

の
使

い
方
を
学

ん

だ
あ

と
、
二

つ
の

コ
ー

ス
に
わ
か
れ

て

サ

ン

コ
ア
に
向

か

っ
て
出
発

し
ま
し
た
。

車

い
す

に
乗

る
人
、
押

す
人
、
補
助
す

る
人

の
二
人
が

一
組

に
な
り
、
車

い
す

四
十

三
台
を
使

っ
て
、
交
替

し
な
が
ら

約

四

ロ
キ

の

コ
ー

ス
を

三
時
間
か
け

て
歩

き
ま
し
た
。

車

い
す

に
初

め
て
乗

っ
た
人
も
多

く
、

参
加
者

か
ら
は
、
「
ち

ょ

っ
と
し
た
坂

や

小

さ
な
段
差

な
ど
、

ふ
だ

ん
気
付

か
な

い
こ
と
が
と

て
も
気

に
な

っ
た
」
、
「
車

い
す
を
押
す
人
も
、
と

て
も
力
が

い
る
」

と

い

っ
た
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

譜題を紹介

(14)

△中尾―美さん、中尾公子さん、池田さん



平成 7年 7月 1 日
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広 報 ち く ご

^

一
、

で
き

ょ
う

孝
■
つ

古
島
小
学
校
で

「
は
ん
ぎ
り
競
漕
」 ▼、」

L

こ
の

「
は
ん
ぎ
り
競
漕
」
を
毎
年
実
施

し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、

全
校
児
童
約

百
二
十
人

が
プ
ー
ル
に
集
ま
り
、
初
泳
ぎ
の
あ
と

で
、
交
替
で
は
ん
ぎ
り
に
乗
り
ま
し
た
。

い
っ
し
ょ
う
け
ん
め

い
に
バ
ラ
ン
ス

を
取
り
な
が
ら
、
手
で
水
を
か
く
児
童

た
ち
に
、
プ
ー
ル
サ
イ
ド
か
ら
父
母
や

同
級
生
ら
の
声
援
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
上
級
生
が
下
級
生
に
乗
り
方

を
教
え
る
な
ど
、
伝
統
が
確
実
に
受
け

継
が
れ
て
い
く
場
面
も
見
ら
れ
意
し
た
。

地
区

の
伝
統
を

引
き

つ

六
月
九
日
、
古
島
小
学
校

（立
野
和

子
校
長
）
で
プ
ー
ル
開
き
が
あ
り
、
恒

例

の

「
は
ん
ぎ
り
競
潜
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

は
ん
ぎ
り
と
は
、
直
径
約
八
十
弟
の

木
製
の
桶
で
、
以
前
は
、
中

に
乗

っ
て

ク
リ
ー
ク
の
菱

の
実
取
り
を
し
た
り
、

堀
千
し
で
獲

っ
た
魚
を
入
れ
た
り
、
種

概
を
入
れ

て
消
毒
し
た
り
と
、
さ
ま
ざ

ま
な
用
途
に
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

同
小
学
校
で
は
、
地
区
の
伝
統
を
伝

え
て
い
こ
う
と
、
十
五
、
六
年
前
か
ら

□
滝
ё
胃
蔵
Ｏ
週
し
て

自

籟

日

蠅

儡

霞

Ｏ

替
な
が
ら
の
逆
び
も

市
立
保
育
所
で
、ほ
い
く
ま
つ
り

五
月

二
十

八
日
、
桜
保
育
所

と
筑
後

保
育
所

で
、
「
ほ

い
く
ま

つ
り
」
が
あ
り

ま
し
た
。

こ
の
催

し
は
、
保
育
所
を

一
日
開
放

し
て
地
元
の
人
た
ち
と
ふ
れ
あ
お
う
と
、

両
保
育
所

で
毎
年
行
わ
れ

て
お
り
、
今

年

で
七
回
目

で
す
。

こ
の
う
ち
桜
保
育
所

で
は
、
園
児
、

卒
園
生
、
そ
し

て
地
元

の
子
ど
も
た
ち

が
親

と

一
緒

に
参

加
し
、
屋
外

で
の
集

団

ゲ

ー
ム
や
、
昔
な
が
ら

の
竹
馬
作

り

や
人
形
作

り
な
ど

に
、

に
ぎ
や
か

に
挑

戦

し
ま
し
た
。

そ
し

て
お
昼

に
は
、
ば

た
も
ち
を
自

分
た
ち

で
丸

め

て
き
な

こ
を

つ
け
て
食

べ
る
な
ど
、

お
父
さ
ん
や

お
母

さ
ん
た

ち

か
ら
手

ほ
ど
き
を

受
け
な
が
ら
、
楽

し

い

一
日
を
過
ご

し
ま
し
た
。

九

あ

投

鱗
ま

六
月
十
九
日
、
船
小
屋
の
ホ
テ
ル
で

「
福
岡
県
ホ
タ
ル
連
絡
協
議
会
」
の
大

会
が
あ
り
、
関
係
者
約
六
十
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

同
協
議
会
は
平
成
五
年
五
月
に
発
会
、

現
在
で
は
県
内
の
二
十
四
の
団
体
と
個

人
が
か
加
し
て
、
ほ
た
る
の
育
成
や
保

護
を
通
し
た
自
然
愛
護
を
目
的
に
、
会

員
相
互
の
情
報
交
換
な
ど
の
活
動
を
し

て
い
ま
す
。

こ
の
日
の
大
会
で
は
、
県
南
地
区
の

各
市
町
か
ら
実
践
発
表
が
あ
り
、
筑
後

市
か
ら
は
、
今
年
ほ
た
る
の
人
工
羽
化

に
成
功
し
た

「
筑
後
市
矢
部
川
ほ
た
る

保
存
会
」
の
長
瀬
尊
幹
事
が
、
そ
の
取

組
み
を
発
表
し
ま
し
た
。
ま
た
、
水
路

等
に
発
生
す
る
ミ
ド

ロ
類
の
除
去
に
つ

い
て
、
活
発
な
意
見
交
換
が
さ
れ
ま
し

た
。同

協
議
会
で
は
今
年
度
、
県
内
の
ほ

た
る
飛
翔
地
図
と
自
然
保
護

の
状
況
等

を
冊
子
に
ま
と
め
、
県
内

の
市
町
村
に

配
る
予
定
で
す
。

県
ホ
タ
ル
連
絡
協
議
会
が
、船
小
屋
で
大
会
を
開
催

―言
・■

■ |

＼1じ一十 ~十 ~ロ

△筑後市の取り組みを報告する長瀬さん

△慣れない手つきでばたもち作り

p
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6月 22日 BCG接 種 (保健セン
ター)で撮影。

係棄遷言摩

写真贈呈。広報統計

広 報 ち く ご平成 7年 7月 1 日

―
筑
後
市
に
二
つ
の
子
育
て
グ
ル
ー
プ
ー

あ

さ
ん
た
ち
だ

け

の
力

で
会

を

運
営

し

て

い
ま
す
。
活
動
も
少
し
ず

つ
充
実
し
、

楽

し

い
イ

ラ
ス
ト
入
り

の
会
報
も
三
号

を
数
え
ま
し
た
。

エ
プ

ロ
ン
シ

ア
タ
ー
や
ゲ

ー
ム
、
母

子
プ

レ
イ
、
育
児
情
報
を
紹

介

し
合

っ

た
り
、
ビ

デ
オ
を

見
な
が
ら
踊

っ
た
り

と
楽

し

い
交
流

の
場
と
な

っ
て
い
ま
す
。

そ
し

て
、
何

よ
り
も

お
か
あ

さ
ん
た
ち

の
お
し

ゃ
べ
り

。‥
・。
仲

間
が

で
き
た

こ

と
が
、
子
育

て
の
大

き
な
力

に
な
り
ま

し
た
。

会
場

は
保
健

セ

ン
タ
ー
で
す
。
広

い

会

場

で
子
ど
も
た
ち
は
水
を

得
た
魚

の

よ
う

に
、
思

い
き
り
走

り
ま
わ

っ
て

い

ま
す
。

新

し

い
出
合

い
で
、
子
育

て
が
、
ま

た
楽

し
く
な
る
で
し

ょ
う
。
参

加
を

お

待
ち
し

て

い
ま
す
。

（
と
き
）

７
月

と
８
月

は
第

３
月
曜

日

の
午
前
中

（と

こ
ろ
〕
保
健

セ

ン
タ
ー

ひ
よ
こ
の
会

筑

後

分

会

ひ
よ
こ
の
会
は
八
女
保
健
所
が
行

っ

た

「
親
子
ふ
れ
合

い
教
室
」
を
き

っ
か

け
に
、
平
成
五
年
十
二
月
に
生
ま
れ
ま

し
た
。

十
組
の
親
子
で
ス
タ
ー
ト
し
た
会
員

も
、
今
で
は
二
十
組
を
超
え
、
入
女
の

福
祉
会
館
で
月
に

一
回
、
会
を
開

い
て

い
ま
す
。

一そ
こ
に
筑
後
市
か
ら
参
加
し
て
い
た

お
か
あ
さ
ん
た
ち
の
希
望

で
、
保
健
セ

ン
タ
ー
を
会
場
と
し
て
筑
後
分
会
が
誕

生
し
た
の
が
、
今
年

の
四
月
で
す
。
現

在
は
十
組
の
お
か
あ
さ
ん
と
子
ど
も
た

ち
が
集

っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願

っ
て
、
お
話
や
紙
芝
居
、
ゲ
ー
ム
、
親

子
リ
ズ
ム
運
動
な
ど
、
仲
間
と
の
出
合

い
と
交
流
を
図

っ
て
い
ま
す
。

ひ
よ
こ
の
会
筑
後
分
会

に
は
、
誰
で

も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。
子
育

て
を

い
っ
し
ょ
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

（と
き
〕
７
月
と
８
月
は
第
１
月
曜
日

の
午
前
中

（と
こ
ろ
〕
保
健
セ
ン
タ
ー

,ん

子
育
て
の
和
を
ひ
ろ
げ
よ
う

そ
れ
ぞ
れ

の
グ

ル
ー
プ

は
、
回
を
重

ね

る
ご

と

に
内
容

も
充
実

し
、
楽

し
さ

を
増

し

て
き
ま
し
た
。
お
か
あ

さ
ん
た

ち

の
が
ん
ば

り
や

ア
イ

デ

ア
が
実
を

結

び
始

め
た

の
で
す
。

市
で
も
、
保
健
婦
な
ど
の
職
員
が
お

手
伝

い
を
し
て
い
き
ま
す
。
子
育

て
の

和
が
も

っ
と
地
域

に
ひ
ろ
が

っ
て
、

い

く

つ
も
の
グ
ル
ー
プ
に
発
展
す
る
こ
と

を
願

っ
て
い
ま
す
。

ミ
ッ
キ
ー
ク
ラ
ブ
、
ひ
よ
こ
の
会
筑

後
分
会

に
つ
い
て
の
問

い
合

せ
や
、
子

育

て
に
つ
い
て
の
相
談
な
ど
は
、
保
健

管
理
課
衛
生
係

（
ａ
０

４
１
１
１
内
線

３
１
１
か
３
１
２
）

へ
。

ま
た
、
保
母
が
電
話
で
相
談
に
応
じ

る

「
子
育
て
電
話
相
談
」

（
ａ
０

８
５

７
４
）
は
毎
週
人

・
木
曜
日
の
午
前
十

時
か
ら
午
後
四
時
ま
で
で
す
。

目

の

圃
磯
目

常
用
東

と

一
条
の
二
会
場
で
、
骨

の

健
康
教
室
を
開
き
ま
す
。

内
容
は
、
講
演

「
骨
粗
し
ょ
う
症
の

予
防
」
、
映
画
、
体
操
、
栄
養
指
導
車

に
よ
る
カ
ル
シ
ウ
ム
診
断
な
ど
で
す
。

講
師
は
常
用
東
が
立
石
信
彦
先
生
、　
一

条
は
加
藤
田
善
郎
先
生
で
す
。

日
常
用
東
会
場

〔と
き
〕

７
月
２４
日
⑪
午
後

一
時
半
～

三
時
半

〔と
こ
ろ
〕
常
用
東
集
会
場

団

一
条
会
場

〔と
き
〕
７
月
２５
日
ω
午
後

一
時
半
～

三
時
半

〔と
こ
ろ
〕

一
条
公
民
館

辱
胃
てω
鶏
し
ん
で
も8

あ

る
日
、
保
健
管

理
課

に

一
枚

の
は

が
き
が
届

き
ま
し
た
。

よ
そ

の
市

か
ら

転

入
し
た
ば

か
り

の
若

い
る
か
あ

さ
ん

か
ら

で
す
。

「
知
ら
な

い
町
に
引

っ
越

し

て
き
ま
し

た
が
、
知
り
合

い
も

い
な

い
し
、

ど
う

や

っ
て
子
育

て
を

し
た
ら

い
い
か
迷

っ

て

い
ま
す
。

い

っ
し

ょ
に
悩

み
を

語
り

合

い
、
考

え
合

え

る
よ
う
な
グ

ル
ー
プ

は
な

い
で
し

ょ
う

か
」

と

い
う

お
便

り

で
し
た
。

筑
後

市

で
も
最
近
は
核

家
族

や
転

入

し

て
き
た
世
帯
が
増
え

て
き
ま
し
た
。

近
所

に
気
軽

に
声
を

か
け
合

え

る
友

だ

ち
も
な
く
、

ひ
と
り

で
、
不
安
を
抱

え

な
が

ら
子
育

て
を

し

て

い
る
お
か
あ

さ

ん
も
多

い
よ
う

で
す
。

こ
の
は
が
き
を

き

っ
か
け

に
、
子
育

て
の
仲

間
を
募

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

今

、
筑
後
市

で
は
、

二

つ
の
育

児
グ

ル
ー
プ
が
誕

生
し
、
活
動

し

て

い
ま
す

の
で
紹
介

し
ま
す
。

ミ
ツ
キ
ー

ク

ラ

ブ

平
成
七
年

一
月

に
発
足

し
た
子
育

て

グ

ル
ー
プ

で
、

メ
ン
バ

ー
は
現
在
十

八

組

の
お
か
あ
さ
ん
と
子
ど
も
た
ち
で
す
。

市

が
乳
幼

児
検
診

や
育
児
相
談

の
際

に
行

う

ア
ン
ケ
ー
ト

に
、
子
育

て
グ

ル

ー
プ
が
あ
れ
ば
参

加
し
た

い
で
す

か
？

と

い
う
項
目
を

入
れ
、
そ
れ
を
も

と

に

保
健
婦
が
声
を
か
け
て
始
ま
り
ま
し
た
。

月

に

一
回

の
集

り

で
、
現
在

は
お
か

4′

′ ヽむ

L
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広 報 ち く ご 平成 7年 7月 1 日

団予防接種 13:30～ 14:30 保健センタ…で

☆ツベルクリンとBCG
。11日 (火)ツ ベルクリン注射

・ 13日 (木)ツベルクリン判定とBCG
・対象者=6月 のツベルクリン判定で陽性と判定さ

れた人の再検査です。6月 に検査を受け

ていない4歳未満のお子さんも、この機

会にぜひ受けてください。

★個別接種

三種混合、麻しん、風しんの予防接種は個別接種

となっています。指定された医療機関で受けてくだ

さい。接種の方法は広報3月 号でお知らせしていま

すが、わからないことは保健管理課へ問い合せてく

ださい。医療機関によっては予防接種の指定日と時

間が決められていますので、電話で予約をしてから

行ってください。

団検診 13:30～ 14:30 保健センターで

(母子手帳を持ってきてください。受診できないと

きは保健管理課へ連絡してください。)

☆乳児検診 (4カ 月児)

・ 28日 (金)平成7年 3月 生まれの子
☆1歳半児検診

・ 21日 (金)平成5年 12月生まれの子
☆3歳児検診

。14日 (金)平成4年 6月 生まれの子
団各種教室・保健センターで

☆母親教室

・ 13日 (木)9100～ 12i30
。27日 (本 )9100～ 12:30

初妊婦を対象に指導し、母子手帳を渡します。

歯

科

休

日

診

療

υ問合せ
奮①41
=保健管理課
ll内線311か 312

☆リハビリ教室 (バスで送迎します)

。毎週水曜日 13:00～ 16:30

☆減量教室

・ 4日 (火)9:30～ 12:00

☆いきいきヘルスサロン

・ 11日 (火 )9:30～ 12:00

日操体法講座 13:30～ 16:30 農協会館で

。3日 (月 )最終回。操体法をマスターしましょう①

団各種相談

☆育児相談 (9カ 月・10カ 月児)

。20日 (本)13:30～ 14:30 保健センターで

。対象者=平成6年 9、 10月生まれの子

育児についての相談や保育指導、幼児食試食など。

☆健康相談

。毎週水曜日 13:30～ 14:30 総合福祉センター

・ 7日 (金)10130～ 11:30 熊野公民館
。14日 (金 )10:30～ 11:30 万才公民館

・21日 (金)10:30～ 11:30 井融笙公民館

・28日 (金)10:30～ 11:30 常用公民館

団8月 は………

。1日 (火 )減量教室9:30～ 12:00 保健センター

・ 2日 (水 )健康相談13:30～ 14:30総合福祉センター

。2日 (水 )リハビリ教室13:30～ 16:30保健センター

υ四ヲ砂熙翻配翻

市では、7月 3日 から、蚊、ハエ退治の薬剤「ザー

テル」を無料で配ります。

環境衛生支部、隣組ごとに保健管理課に取りにきて

ください。また、個人でも受け取れます。

月rD常 Jヨ行事

ヽ

宅

睡

２

ヽ
日
　
山
上
産
婦
人
科

（上
町
奮
①
５
８
５
５
）

植
田
病
院

（大
和
奮
①

５
１
６
１
）

９
日
　
本
附
外
科

（
藤
島
奮
①

３
９
４
５
）

江
島
医
院

（船
小
屋
ａ
①

４
８
３
２
）

‐６
日
　
宮
城
耳
鼻
科

（下
北
島
ａ
＠
８
７
３
３
）

山
崎
医
院

（山
ノ
井
中
奮
①
２
７
５
３
）

２３
日
　
中
村
ク
リ

ニ
ッ
ク

（
野
町
奮
＠

７
３
１

１
）
築
城
医
院

（赤
坂

ａ
①

７
５
５
５
）

３。
日
　
馬
田
医
院

（
二
本
松

ａ
①

２
５
６
３
）

柿
添
医
院

（
久
恵
ａ
①

３
５
０
９
）

広

域

眼

科

在

宅

医

２
日
　
は
た
せ
眼
科

（
小
郡
市
小
郡
奮
０

１
３

７
７
）

９
日
　
実
吉
眼
科

（
久
留
米
市
天
神
町
奮
＠

０

６
０
２
）

‐６
日
　
橋
本
眼
科

（
小
那
市
大
板
井
奮
⑫

２
３

３
５
）

２３
日
　

つ
む
ら
眼
科

（久
留
米
市
善
導
寺
町
奮

＠

３
６
７
こ

３。
日
　
広
瀬
眼
科

（
小
郡
市
小
郡
ａ
⑫

２
７
２

１
）

八
女
歯
科
医
師
会
館
内
数
急
医
療
セ
ン
タ
ー

（
八
女
市
矢
原
町
ａ
０
９
４
３
９

４
８
２
９
）

休
日
の
午
前
１０
時
～
午
後

４
時
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広 報 ち く ご

巡
回
教
育
相
談

県
教
育
委
員
会
で
は
、
児
童

。
生
徒

の
教
育
に
関
し
て
の
悩
み
や
、
不
安
を

お
持
ち
の
保
護
者
、
教
職
員
を
対
象
に

巡
回
教
育
相
談
を
行

い
ま
す
。

家
庭
や
地
域
で
の
し

つ
け
や
親
子
関

係
の
問
題
、
生
徒
指
導
や
職
場
で
の
人

間
関
係
の
問
題
な
ど
お
ど
ん
な
相
談
で

も
結
構
で
す
。

〔と
き
）
８
月
８
日
卿
　
午
後

２
時

〔と
こ
ろ
〕
サ
ン
コ
ア

相
談
希
望

の
人
は
、
７
月
２。
日
い
ま

で
に
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

（
ａ

０

４
１
１
１
内
線
４
２
１
）

へ
申
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

無
料
法
律
相
談

市
で
は
、
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律

相
談
を
行

い
ま
す
。

（と
き
〕
７
月
１４
日
④
　
午
後

１
時
半

～
４
時

〔と
こ
ろ
〕
サ
ン
コ
ア
ー
階
和
室

〔予
約
）
相
談
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

（申
込
み

。
問
合
せ
〕
総
務
課
庶
務
係

（
奮
０

４
１
１
１
内
線
１
３
０
）
ヘ

親
子
や
き
も
の
教
室

教
育
委
員
会

で
は
、
親
子
で
楽
し
み
、

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
深
め
よ
う
と
、

や
き
も

の
教
室
を

開
催

し
ま
す
。
思

い

出
に
残
る
作
品
を
作
り
ま
し
よ
う
。

（と
き
〕
７
月
２７
日
い
　
午
前
９
時
～

正
午（と

こ
ろ
〕
サ
ン
コ
ア

（対
象
者
〕
小
中
学
生
の
親
子
２。
組

〔参
加
料
〕
１
、
０
０
０
円
（
１
人
）

〔申
込
み

・
問
合
せ
〕

７
月
１７
日
⑪
ま

で
に
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

（
倉
〇

】
１
１
１
内
線
４
３
１
）

へ
、
定
員
に

な
り
し
だ

い
締
切
り

筑
後
ふ
れ
あ
い
塾

パ
ソ
コ
ン
初
級
講
座

パ
ソ
コ
ン
初
級
講
座
受
講
生
を
募
集

し
ま
す
。

（と
き
〕
７
月
１７
日
⑪
～
２８
日
④

（土
、

日
曜
を
除
く
１０
日
間
）
午
後

６
時
半
～

８
時
半

（と
こ
ろ
〕
八
女
工
業
高
校
電
算
室

〔内
容
〕
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作

（定
員
〕
１５
人
程
度

（先
着
順
締
切
り
）

（受
講
料
）
２
、
０
０
０
円

〔申
込
み
〕
７
月
１。
日
⑪
ま
で
に
中
央

公
民
館

（
奮
０

２
５
１
６
）

ヘ

市
政
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

教

室

生

募

集

市
選
挙
管

理
委
員
会

と
明

る

い
選
挙

推
進
協
議
会

で
は
、
市
政

ウ

ォ

ッ
チ

ン

グ
教
室
を

開
き
ま
す
。

市

の
行
政

に

つ
い
て
、
市
職
員
が

で

き
る
だ

け
易

し
く
説

明
し
ま
す
。

〔と
き

。
内
容
）

▽
８
月
２２
日
ω
＝
市

の
台
所
を

の
ぞ

い
て
み
よ
う
▽
９
月
”

日
ω
＝
選
挙
に
つ
い
て
▽
・０
月
１７
日
ω

＝
美
し
い
環
境
づ
く
り

▽
■
月
２．
日
い

＝
税
金

▽
１２
月
１９
Ⅲ
ω
＝
福
祉

時
間
は

い
ず
れ
も
午
後

７
時
か
ら
９

時
ま
で
で
す

〔と
こ
ろ
〕
サ
ン
コ
ア

〔申
込
み

・
問
合
せ
〕

７
月
３．
日
⑪
ま

で
に
総
務
課
庶
務
係

（
奮
０

４
１
１
１

内
線
１
３
１
）
へ
、
費
用
は
無
料
で
す

歌

っ
て
心
も
体
も

リ

フ

レ

ツ

シ

ュ

中
央
公
民
館
で
は
、
北
部
出
張
所
講

座

「
歌

っ
て
心
も
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
」

の
が
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

〔と
き
〕
７
月
８
日
⑪
　
午
後

１
時
半

〔と
こ
ろ
〕
筑
後
北
小
体
育
館

〔内
容
〕
声
楽
家
副
島
峰
美
さ
ん

（
西

日
本
オ
ペ
ラ
協
会
会
員
）
の
指
導
で
、

コ
ー
ラ
ス
を
楽
し
む

〔申
込
み

・
間
合
せ
〕
中
央
公
民
館

（
奮

０

２
５
Ｉ
こ

へ

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
も
う

団
県
民
体
育
大
会
夏
季
大
会

（水
泳
）

〔と
き
〕
８
月
６
日
①

〔と
こ
ろ
〕
田
川
市
市
民
プ
ー
ル

〔種
目
〕
年
齢
別
の
部
、　
一
般
の
部

（資
格
〕
５
月
１
日
以
前
か
ら
筑
後
市

に
住
ん
で
い
る
人

（申
込
み
〕
７
月
１。
日
⑪
ま
で
に
社
会

教
育
課
体
育
係

（
ａ
０
４
１
１
１
内
線

４
３
３
）
へ

団
第
１８
回
市
民
卓
球
大
会

（と
き
〕
７
月
１６
日
⑪
　
午
前
９
時

〔と
こ
ろ
〕
窓
ケ
原
体
育
館

〔種
目
〕
団
体
戦
、
個
人
戦

（
一
般

・

高
校
の
部
、
中
学
の
部
）

〔参
加
料
〕

▽
団
体
戦
＝
１
チ
ー
ム
ー

０
０
０
円

▽
個
人
戦
＝
中
学
生
２
０
０

日
、　
一
般

・
高
校
生
３
０
０
円

（参
加
資
格
〕
市
内
に
住
ん
で
い
る
か

勤
め
て
い
る
人

〔申
込
み
〕
７
月
１３
日
い
ま
で
に
市
卓

球
協
会
事
務
局

（樋

田
義
実
、
長
浜
ユ

３
９
１
奮
⑫

４
７
６
１
）

ヘ

※
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
の
卓
球
講
習
会
も
彗

日
行

い
ま
す
。

※
毎
週
木
曜
日
に
同
会
場
で
夜
８
時
か

ら
練
習
し
て
い
ま
す
。
初
心
者
も
大
歓

迎
で
す
。

日
テ
ニ
ス
初
心
者
ナ
イ
タ
ー
数
室

〔と
き
〕
７
月
２。
日
い
～
３。
日
①

（
月

曜
を
除
く
１０
日
間
）
午
後

７
時
～
９
時

〔と
こ
な
〕
水
田

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

〔受
講
料
〕

▽
大
人
＝
４
、
０
０
０
円

▽
中
学
生

・
高
校
生
＝

２
、
０
０
０
円

（申
込
み
〕
筑
後
市
テ
ニ
ス
協
会
事
務

局

（
市
役
所
環
境
課
大
島
奮
０

４
１
１

１
内
線
３
７
１
）

へ
、
当
日
直
接
会
場

で
も
受
付
け
ま
す
。

平成 7年 7月  1 日

～

゛
ツ

市役所への間合せ

奮0942-53-4111
サンコアヘの問合せ

倉0942-53-2516

こ

よ

み

４
日
　
人
権
啓
発
推
進
大
会

５
国
　
民
生
委
員
会

■
農
業
委
員
会

７
日
　
七
夕

８
日
　
ク
リ
ー
ン
作
戦

・２
日
　
行
政
区
長
会

・３
国
　
民
生
委
員
会
女
性
部
研
修
会

２．
日
　
体
力
づ
く
り
少
年
水
泳
大
会

２３
日
　
参
議
院
議
員
選
挙
投
票
日

２８
日
　
船
小
屋
温
泉
鮎
ま

つ
り

３。
日
　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
放
送
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平成 7年 7月  1 日広 報 ち く ご

じ

ゆ
か
た
着
付
け
教
室

中
央
公
民
館
で
は
、
ゆ
か
た
の
着
付

け
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

（と
き
〕
７
月
２２
日
０
　
年
後

７
時
半

～
９
時
半

〔と
こ
ろ
〕
サ
ン
コ
ア

（対
象
〕
１０

。
２。
歳
代
の
人
、
１５
人

〔参
加
料
〕
無
料

〔申
込
み
〕
７
月
１７
日
⑪
ま
で
に
中
央

公
民
館

（
奮
０

２
５
１
６
）

ヘ

特
別
葬
祭
給
付
金

被
爆
者
で
あ

っ
て
、
広
島

・
長
崎
で

被
爆
し
葬
祭
料
制
度
の
対
象
と
な
る
前

に
死
亡
し
た
人
の
追
族

に
あ
た
る
人
に

対
し
、
特
別
葬
祭
給
付
金
が
支
給
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（支
給
対
象
者
〕
被
爆
者
健
康
手
帳
を

持

っ
て
い
る
人
で
、
被
爆
さ
れ
た
配
偶

者
、
子
、
父
母
等
を
葬
祭
料
制
度
の
対

象
と
な
る
前
に
亡
く
し
た
人

〔支
給
額
〕
支
給
対
象
者

１
人
に
対
し

一
律
１０
万
円

（
２
年
償
還
記
名
国
債
で
）、

（請
求
期
間
〕
平
成
９
年
６
月
３。
日
ま

で

（期
間
を
過
ぎ
た
ら
請
求
で
き
な
い
）

〔問
合
せ
〕
県
健
康
増
進
課
老
人
保
健

係

（
奮
０
９
２

・
６
２
２

・
０
７
１
６
）

実

行

委

員

募

集

付
を
受
け
た
人
で
▽
交
付
を
受
け
た
日

か
ら
３
年
以
内

▽
前
回
の
講
習
受
講
か

ら
３
年
以
内

の
人
な
ど

（と
き
〕
９
月
４
日
⑪

・
５
日
い
ほ
か

〔と
こ
ろ
〕
久
留
米
地
域
職
業
訓
練
セ

ン
タ
ー
ほ
か

〔受
講
料
〕
４
、
７
０
０
円

〔問
合
せ
〕
申
込
み
方
法
な
ど
く
わ
し

く
は
市
消
防
本
部

（
な
＠
２
０
２
０
）
ヘ

福

岡

県

立

筑

後

養

護

学

校

番

格

台

至

ま

つ

り

〔と
き
〕
７
月
１５
日
０
　
午
後

１
時
～

４
時
半

〔と
こ
ろ
〕
筑
後
養
護
学
校
体
育
館

（
下
北
島
）

〔内
容
〕
模
凝
店
、

フ
リ
ー

マ
ー
ケ

ッ

ト
、
遊
び
の
コ
ー
ナ
ー
、
太
鼓
披
露
な

ど
、
参
加
者
が
主
体
と
な
る
楽
し

い
行

事
を
行

い
ま
す

大
勢
の
皆
様
の
参
加
を
待

っ
て
ま
す
。

職
員
採
用
試
験

日
県
南
広
域
水
道
企
業
団

〔採
用
〕

一
般
事
務
１
人
（
大
卒
程
度
）

〔受
験
資
格
〕
昭
和
４２
年
４
月
２
日
～

昭
和
４９
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
れ
た
人

（
一
次
試
験
〕
８
月
１３
日
ω

（受
験
申
込
み
〕
７
月
２．
日
④
ま
で
に
、

「
職
員
採
用
試
験
受
験
申
込
書
」
を
企

業
団
総
務
課

へ
提
出
。

〔問
合
せ
〕
申
込
書
の
請
求
等
は
、
福

ち

０

ご

雲

ち

っ
ご
祭
振
興
会
で
は
、
第
２６
回
ち

っ
ご
祭

の
実
行
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

す
ば
ら
し

い
ア
イ
デ
ア
と
行
動
力
を

祭
り
に
生
か
し
ま
せ
ん
か
。

〔問
合
せ

。
申
込
み
〕

７
月
１７
日
①
ま

で
に
ち

っ
ご
祭
事
務
局

（
商
工
観
光
課

奮
０

４
１
１
１
内
線
２
１
１
）

ヘ

危
険
物
取
扱
者
保
安
請
習

０
福
岡
県
危
険
物
安
全
協
会

で
は
、

危
険
物
の
取
扱
作
業
の
保
安
に
関
す
る

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

（対
象
者
〕
危
険
物
取
扱
者
免
状

の
交

)

岡
県
南
広
域
水
道
企
業
団
総
務
課

（
〒

８３９

，
０１
久
留
米
市
荒
木
町
白
口
５５
番
地

ａ
の

１
５
６
と

ヘ

団
福
岡
市
職
員

〔募
集
区
分

。
人
数
〕
▽
行
政
事
務
＝

１０
人
▽
学
校
事
務
＝
３
人
▽
消
防
吏
員

Ａ
＝

５
人

（来
年
４
月
１
日
以
降
採
用
）

（資
格
〕

▽
行
政
事
務
、
学
校
事
務
＝

昭
和
４６
年
４
月
２
日
～
昭
和
■
年
４
月

１
日
に
生
れ
た
人

▽
消
防
吏
員
Ａ
＝
昭

和
４６
年
４
月
２
日
～
昭
和
４９
年
４
月
１

日
に
生
れ
た
男
子

〔試
験
〕
７
月
３。
日
①
に
、
行
政
事
務
・

学
校
事
務
は
短
期
大
学
卒
業
程
度
、
消

防
吏
員
Ａ
は
大
学
卒
業
程
度
の
試
験
を

実
施〔申

込
み

。
問
合
せ
〕
申
込
書
を
福
岡

市
人
事
委
員
会
事
務
局
任
用
課

（
〒
８‐０

福
岡
市
中
央
区
天
榊

一
丁
目
８

，
１
奮

０
９
２
・
７
１
１
・
４
６
８
８
）
へ
７

月
望
日
④
ま
で
に
提
出

７
月
は
同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間
で
す

・
７
月
４
日
囚
　
人
権
講
演
会
　
午
後
１
時
半
～
　
サ
ン
コ
ア

レ
ッ
ツ
ゴ
ー
正
司
さ
ん

（
タ
レ
ン
ト
）

「
人
が

い
て
　
ぬ
く
も
り
が
あ

っ
て
　
人
が

い
て
」

●
７
月
知
日
偶
　
同
和
問
題
講
演
会
　
午
後
１
時
～
　
久
留
米
市
民
会
館

川
野
由
喜
枝
さ
ん

（
主
婦
、
筑
紫
野
市
在
住
）

「
こ
の
命
続
く
か
ぎ
り
　
私
の
半
生
」

映
画
＝

「
追
憶
　
２５
年
そ
の
夏
」

(守ろう人権。なくそう差別)

～社会を明るくする運動～

7月 1日 ～ 7月 31日

私たちの衡だから

ふれあいの心で築こう

明るい社会

(縮客汽羅会ビ桑智蓄?:ザ )

園心配 ごと相 談

囲人 権 相 談
団行 政 相 談
日社 会保 険相 談

日消 費生 活相 談

日家庭 児童相 談

団求 職 相 談
園子育て電話相談

毎週本曜日 13時～16時 総合福祉センター
12日 (水) 10時～15時 サンコア
27日 (木) 9時 ～12時 サンコア
25日 (火) 10時～15時 商工会議所
毎週月・水・金l程 日   市商工観光課
毎週月・水・木曜日   市福祉事務所
毎過火曜日 10時～16時 市商工観光課
毎週火・ホ曜日 10時～16時 a53-8574

第 2期 月

の

固定 資 産税 7

国民健康保険税

第 1期

親 む
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瑯
5月 の
人の動 き

人 口 45,205人
男  21,526人
女  23,679人
世帯数 13,181戸

(+19人 )
(+13人 )
(+ 6人 )
(+19戸 )

畢
5月 の
交通事故

発生件数  21件 ( 136件 )
負傷者数  21人 ( 144人 )
死亡者数   0人 (  2人 )
※()内は1月から5月 までの累計です。

5月 の
火災・救急

出火件数  6件 ( 17作 )
火災損害 6,187万円(9,937万円)
救急出動  87件 ( 466件 )
※()内は1月 から5月 までの累計です。

平成 7年 7月  1 日

シ
リ
ー
ズ

。
ま
な
び
や
　
⑩
　
筑

後

小

学

校

筑
後

小
学

校

は
、
昭
和

三
十

一
年

四
月

一
日
＾

旧
羽
犬
塚
小
学
校
区

と
旧
岡
山
小
学
校
区

（
八

女
市

）

の

一
部
を
学
校
区

に
、
児
童
数

五
百
十

一
人

で
開
校

し
ま
し
た
。

開
校
当
時

の
卒
業
生

に
話
を
聞
く

と
、
「
学
校

周
辺

の

ハ
ゼ
畑

で
遊

ん

で

ハ
ゼ

マ
ケ
を

し
た

こ

と
」
、
「
校
舎

と
運
動
場

の
境

の
用
水
路

で
、
魚

や
ザ

リ
ガ

ニ
を
獲

っ
て
遊

ん
で

い
た

こ
と
」

な

ど
を

、
懐

か
し
く
話

し

て
く
れ
ま

し
た
。

新
し
い
発
想
に
よ
る
校
舎
改
築

子
ど
も
た
ち
が

「
桜
門
」

と
呼

ん

で
親

し
ん

で

い
る
正
門

に
は
、

二
十

二
本

の
桜
並
木

が
あ

り
、
毎
年

入
学
式

の
頃

に
見
事

な
花
を

咲

か

せ

て
、
歓
迎

の
ア
ー
チ
を
作

っ
て
く
れ
ま
す
。
ま

た
、
学
校

は
田
園

と
住
宅

に
囲

ま
れ
、
静

か
な

教
育
環
境

の
中

に
あ

り
ま
す
。

校
舎

の
老
朽
化
が
進

み
、
平
成

四
年
度

か
ら

全
面
改
築

工
事
が
始

ま
り
、
平
成

六
年

四
月

に

改
築
落
成
式

が
行

わ
れ
ま
し
た
。

校
舎

改
築

は
、

つ
ぎ

の
よ
う
な
構
想

で
取
り

組

ま
れ
ま
し
た
。

ｏ
木

の
香
漂

う
木
質

の
校
舎

　

ｏ
ワ
ー

ク
ス
ペ

ー

ス
や

ラ

ン
チ

ル
ー
ム
等

、
多
様

な
活
動
空

間

の
あ

る
校
舎

　

ｏ
天
窓
等
を
備

え
、
明

る
く
通

気
性

の
良

い
校
舎

　

ｏ
障
害

を
持

つ
子
ど
も

に

配
慮

の
あ

る
校
舎

　

ｏ
学
校

開
放

に
対
応

し
た

校
舎新
し
い
校
舎
を
活
用
し
た

教
　
育

活
　
動

給
食

の
時
間

に
は
、
全
校

の
子
ど
も

た
ち
が

ラ

ン
チ

ル
ー
ム
に
集

ま

っ
て
食
事
を

し
ま
す
。

天
気

の
良

い
日

に
は
、
玄
関
前

の
ベ

ン
チ
に
座

っ
て
楽

し
く
食
事
を

す

る
姿

も
見
ら
れ
ま
す
。

授
業

は
教
室

の
中

だ

け

で
な
く
、
広

い
廊
下

を
教
室

が
わ
り

に
使

っ
た
り
、
隣

の
教
室

と

の

壁
を

取
り
除

い
て

一
緒

に
学
習

し
た
り
し

て

い

ま
す
。

本
校

で
は
平
成

五
年
度

か
ら
、
市
教
育
委
員

会

の
研
究
指
定

・
委
嘱
校

と
し

て
、
教
育
施
設

や
設
備
を
積
極

的

に
活

用
し
、
教
育
効
果
を
高

め

る
た
め

の
研
究

に
取
り
組

ん

で

い
ま
す
。
そ

の
成
果

は
、
今
年
十

一
月
十

日

に
研
究
発
表
会

を

開

い
て
発
表

す

る
予
定

で
す
。

筑
後

小
学
校

は
、
開
校
二
十
九
年

目

の
、
若

く

て
新

し

い
学
校

で
す
。

開
か
れ
た
学
校

と
し

て
、
地
域

の
み
な

さ
ん

と
と
も

に
素
晴

ら
し

い
歴
史
を
作

っ
て

い
き
た

い
と
、
職
員

一
同
願

っ
て

い
ま
す
。

創
　
一工
　
昭
和
三
十

一
年
四
月

一
日

児
童
数
　
一二
〇
二
人

（
平
成
七
年
五
月

一
日
）

校
　
長
　
近
本
　
輝
雄

囲
筑
後
市
テ
ニ
ス
協
会
春
期
会
長
杯
成

傷

　

　

　

績

（
５
月
２．
日

・
水
田
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）

▽
優
勝
＝
坂
本
淳

（
長
浜
）

ゎ≫

　
　
　
▽
準
優
勝
＝
真
鍋
昭
子

（
前
津
）

団
第
３２
回
筑
後
市
壮
年

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
成
績

（
５
月
２８
日

・
６
月
４
日

注
朔
後
中
ほ
か
）

第

一
部

▽
優
勝
＝
赤
坂
Ａ
▽
準
優
勝
＝
坂
東
寺
Ａ
▽

三
位
＝
前
津
西

・
溝
口
南
　
第

二
部

▽
優
勝
＝
羽
犬

塚

▽
準
優
勝
＝
長
浜
Ｂ
▽
二
位
＝
二
本
松

・
池
ノ
本

回
第
１７
回
筑
後
市
老
人
ク
ラ
ブ
シ
ル
バ
ー
ゴ

ル
フ
大

会
成
績

（
４
月
７
日

・
久
留
米
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
）

▽
優
勝
＝
中
川
原
健
二

（徳
久
）

▽
準
優
勝
＝
永
田
隆

一

（大
和
）

日
筑
後
さ

つ
き
愛
好
会
花
季
展
特
別
優
等
賞
受
賞
者

▽
大
盆
栽
の
部
＝
金
子
利
夫

（
長
浜
）

▽
中
盆
栽
の
部
＝
山
口
日
出
男

（和
泉
中
）

▽
小
盆
栽
の
部
＝
鶴
田
二
郎

（
上
町
）

▽
盆
養
の
部

（
１０
年
上
）
＝
金
子
利
夫

（
長
浜
）

▽
盆
養
の
部

（
１０
年
下
）
＝
中
岡
春
義

（
一
条
）

▽
花

の
部
＝
後
藤
忠
雄

（
一
条
）

▽
小
品
の
部
＝
鶴
田
二
郎

（
上
町
）

▽
特
殊
部
門
の
部
＝
田
中
嘉
宜

（
北
長
田
）

□
　
発
行
　
福
岡
県
筑
後
市
役
圧
　
縮
靭
州
翻
務
的

二
睡
課
ノ
奮
鎌
４
脚
ｌ
Ⅷ

若
く
て
新
し
い
筑
後
小
学
校

〔児童向き〕 O山 脇恭「 きゅ
うきゅうしゃはだいかつやく」

○木村裕一「あらしのよるに」

○ドーアー「もりのキャンプ」

○佐藤 さとる「かえるのアパー

ト」 ○椎名誠「 3わのアヒル」

○ネイラー「ネコクラブ 3つの
オどぞ」 Oひ のまどか「シベリ
ウス」 ○山下明生「オラ、ウ
ータン」 ○鶏表工等「恣で義
む艦重の燎爆」 ○郭未彗央懸
「おじいちゃんのたからもの」

○田中弘美「きのこはげんき」

〔一般向き〕 ○谷俊彦「本村
家の人々」 ○五木寛之「風の
幻郷へ」 ○南博「日本人論」
〇成美堂出版「カクテル・カタ

ログ」 〇戸塚真弓「パリから
のおいしい話」 O大 江健二郎
「大いなる日に」 ○横井真路
「洗脳ゲーム」 o永 井明「病
気の値段」 Oチ ェリー「世界
最悪の旅」 Oグ ルーム「フォ
レス ト・ガンプ」 ○渡辺淳一
「夜に忍びこむもの」

〔閉館日〕3日・10日 。16日・

17日 。24日 。31日

こ
の
広
報
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

界謬
ρワ
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